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上
述
の
ご
と
く
、
悪
の
可
能
性
の
探
究
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元
 

可
能
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な
い
。
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。
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で
あ
る
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ぎ
り
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何
学
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角
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に
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徳
的
 ｜
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践
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な
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も
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す
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恵
規
定
の
問
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あ
っ
て
・
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可
能
性
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っ
て
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鑑
み
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し
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現
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性
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な
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と
く
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と
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ぎ
・
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監
す
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し
て
個
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現
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性
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あ
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後
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お
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学
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と
は
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ト
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せ
し
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も
の
で
あ
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&
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の
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る
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理
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 光
 ）
の
可
分
裂
性
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明
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間
の
う
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 あ
る
い
は
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へ
の
決
定
が
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さ
れ
 

結
の
関
係
が
意
志
の
因
果
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係
と
し
て
理
論
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実
践
 

ヵ
ン
ト
 に
 ょ
 れ
ば
、
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能
で
あ
る
と
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え
ら
れ
る
 

と
く
、
技
術
的
 ｜
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践
的
な
も
の
と
し
て
理
論
哲
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い
 て
の
み
自
由
を
旨
と
す
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践
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す
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究
す
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毛
な
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力
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あ
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。
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と
ど
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つ
ま
り
、
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性
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で
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践
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題
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な
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@
 
し
う
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う
か
。
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す
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o
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口
の
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の
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口
下
ぎ
ぃ
ぢ
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と
い
う
叡
智
的
行
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 し

て
い
た
。
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か
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る
か
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、
い
ま
だ
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と
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つ
と
こ
ろ
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切
の
も
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が
実
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に
属
し
、
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れ
と
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。
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れ
は
端
的
に
意
 

る
に
シ
ェ
リ
ン
グ
に
 

に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
 

ェ
リ
ソ
グ
 は
 、
 悪
の
 

あ
り
、
自
己
の
行
 な
 

己
の
う
ち
に
行
為
せ
 

元
で
問
題
と
さ
れ
ね
 

と 問 の グ 

 
 

暗
い
 カ
 へ
の
思
弁
的
関
心
 

 
 

神
の
も
っ
そ
れ
に
置
き
か
え
 

 
 

の
ご
と
き
 欝
勃
 た
る
始
源
 

 
 

力
 ，
，
 

え
に
 は
力
 な
ら
な
し
 
（
 
、
 
2
 
1
 

0
 
）
 
的 ら に 
な れ 支 
暗 る え 
い 。 ら 

根 悪 れ 
底 の て 
の 積 い 
力 極 る 
動 的   
の な そ 

れに ち 5 る意 
に 床 ょ 
看 は っ 
取 、 て 
さ も   
れ は ヵ 
る や ン 
こ 人 ト 
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・ ンェ リ ソグ 匠 自由論コにおける な
 
的
 
極
 
積
 
 
 
悪
 

 
 意味  

 

 
 

な
い
。
重
力
に
も
似
た
 

 
 

 
 

は
 、
端
的
に
神
か
ら
わ
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

目
ゆ
 
こ
 」
で
あ
る
。
シ
ェ
 

 
 

 
 

る
 何
も
の
か
に
な
す
と
 

 
 

 
 

自
 身
の
行
で
あ
る
。
 
意
 

 
 

 
 

認
識
で
あ
る
こ
と
に
 
先
 

 
 

 
 

グ
は
 考
え
る
。
そ
れ
は
、
 

 
 

 
 

 
 

質
は
本
質
的
に
彼
自
身
 

 
 

 
 

我
 哲
学
を
論
及
し
 、
そ
 
 
 

 
 

あ
り
時
間
の
外
に
位
 す
 

 
 

 
 

 
 

も
曲
げ
る
こ
と
も
い
ず
 

 
 

 
 

性
 に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
 

 
 

 
 

ン
ト
 の
義
務
を
意
味
し
 

 
 

 
 

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

彼
は
分
岐
点
に
た
 

（
一
め
）
 

 
 

 
 

は
 許
さ
れ
な
い
。
」
 人
 

 
 

 
 

自
由
概
念
を
あ
た
え
る
 

 
 

 
 

。
」
実
在
的
で
生
き
た
 Ⅰ 3 (125) 



 
 

 
 

白
日
的
の
 
ガ
 の
 ゴ
 Ⅱ
 ヰ
 
0
 
Q
0
 

Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

ら
わ
か
た
れ
た
一
つ
の
深
淵
を
覗
き
み
る
の
で
あ
る
。
 フ
ィ
ヒ
テ
の
最
大
の
功
 

 
 

か
る
深
淵
に
ま
で
達
す
る
自
我
性
の
洞
察
に
あ
る
と
、
 

シ
ェ
リ
ン
グ
は
評
価
す
 

 
 

（
⑳
）
 

 
 

 
 

目
的
に
根
基
す
る
。
 
シ
 

 
 

 
 

を
も
っ
六
根
元
悪
 V
 か
 

 
 

グ
 に
よ
っ
て
人
間
実
存
の
深
淵
と
化
す
。
 

 
 

 
 

、
そ
こ
に
神
か
ら
わ
 

 
 

 
 

に
お
Ⅰ
 
叶
て
、
 （
 先
 ハ
リ
 
亜
但
 

 
 

 
 

わ
れ
わ
れ
に
 露
 わ
に
 た
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
し
か
し
、
逆
に
 、
 
 
 

 
 

こ
と
も
な
く
、
し
た
が
 

 
 

 
 

存
在
者
に
お
け
る
閣
と
 

 
 

 
 

学
的
に
つ
ま
り
存
在
者
 

 
 

 
 

が
 、
実
在
的
で
生
き
た
 

 
 

 
 

系
 の
う
ち
で
悪
の
可
能
 

 
 

帰
結
で
あ
る
。
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ヱリソグニ 自由論 コ Ⅴ こ   % げ る 悪の積極的なる 意味 

注
 

（
 2 ）
目
の
心
 O
@
t
 

㏄
㏄
 
0
 
 
（
 3 ）
 
匡
 ㏄
の
の
 

（
 
1
 ）
旨
の
日
の
 

（
 5 ）
目
の
㏄
㏄
 

（
 
4
 ）
Ⅰ
 コ
 ㏄
㏄
㏄
 

 
 

の
田
 

（
 8 ）
 
ノ
 
串
の
㏄
 
ト
 

（
 
9
 ）
 
プ
 
申
の
㏄
 
ト
 

（
 
7
 ）
 
ピ
 
目
の
Ⅱ
Ⅱ
 

（
Ⅱ
）
目
の
の
 ト
 

（
㎎
）
匡
の
 o
A
 

 
 

 
 

コ
ー
ル
へ
の
傾
き
な
 

 
 

 
 

）
と
厳
に
区
別
 

 
 

 
 

の
と
し
て
、
 そ
 

 
 

 
 

の
 謂
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

う
 ち
へ
の
採
用
 

 
 

 
 

動
機
の
道
徳
 秩
 

 
 

 
 

心
情
の
腐
敗
が
 

 
 

 
 

、
傾
向
性
が
違
 

 
 

 
 

来
 的
に
真
の
敵
 

 
 

 
 

 
 

た
 い
 自
己
欺
 蜻
 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
 、
 

 
 

 
 

の
 e
 
の
 
レ
 
コ
コ
 
E
 品
）
 を
 

 
 

 
 

て
 貫
か
れ
て
い
 

 
 

 
 

っ
て
誰
に
で
も
 

 
 

 
 

 
 

本
質
的
で
あ
り
⑫
 

 
 

必
要
で
あ
る
。
」
（
 
ぃ
匡
 
・
の
・
の
め
）
 

 
 

 
 

㎎
）
目
の
の
の
，
 



 
 

ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
「
彼
に
た
ん
に
貸
与
 

 
 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
切
の
光
明
も
歓
喜
 

 
 

は
そ
の
よ
う
な
人
間
実
存
の
深
淵
の
う
ち
に
 

（
 
3
 ）
 

る
 悲
哀
」
を
み
て
と
る
。
 

（
 
2
 ）
 

さ
れ
、
彼
か
ら
独
立
な
る
も
の
」
で
 

6
 階
 ぃ
 苦
悩
の
坤
吟
の
変
貌
に
す
ぎ
 

「
あ
ら
ゆ
る
有
限
な
生
命
に
附
着
す
 

 
 

 
 

 
 

約
 は
か
の
創
造
の
元
 初
 

 
 

 
 

 
 

の
 全
き
明
る
さ
の
も
と
 

 
 

 
 

神
の
う
ち
な
る
自
然
と
 

 
 

 
 

力
は
 
「
自
我
存
在
に
ま
 

 
 

 
 

に
 努
力
す
る
か
ぎ
り
、
 

て抗 、 ） 亜   
（Ⅳ） ） 2 （ O   たぎ 

た な シ目   
自そ ン   
での 哲 
（行学 目     

  

  

    
㏄） ヰ " し 
で い 

    " 「 

フィヒテしかも、 
そは 

    
箆そ   の神）れ目 ヴ 

の し 制 
で身 

っ た 約 
は の 
な行 

とが つ っ （ 抵 くに 、 す 」 

(128) 16 



シ，リソグ 『自由論 コ における悪の 積極的なる意味 

「
 
神
 自
身
の
う
ち
に
も
一
つ
の
悲
哀
の
源
泉
が
あ
る
。
」
（
 

4
 ）
 

 
 

い
の
で
あ
る
か
ら
。
 

 
 

 
 

リ
ー
（
 プ
自
 
0
%
 
㌧
 0
 ア
。
Ⅰ
 

ぴ
 ）
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

は
た
ん
に
存
在
で
は
な
 

 
 

 
 

悩
 と
生
成
の
も
と
に
あ
 

 
 

 
 

苦
悩
と
生
成
に
自
発
的
 

 
 

 
 

」
シ
ェ
リ
 ソ
グ
 に
と
っ
 

 
 

 
 

純
粋
な
尊
敬
の
念
に
も
 

 
 

 
 

も
の
と
、
そ
れ
か
ら
 独
 

 
 

 
 

一
つ
と
な
っ
た
全
き
 結
 

（
 
8
 り
 

 
 

 
 

げ
ら
れ
る
。
」
フ
ィ
ヒ
テ
 

 
 

が
 故
に
、
必
然
的
に
「
一
つ
の
非
人
格
的
な
存
在
者
」
 （
四
目
二
ロ
 
ロ
 の
Ⅱ
の
 

0
 田
 8
 プ
 の
の
 

目
 の
の
の
 

口
 ）
に
す
ぎ
な
い
と
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
い
う
。
 

 
 

 
 

あ
る
と
い
う
よ
う
な
 

 
 

 
 

ち
 自
由
に
行
為
す
る
、
 

 
 

 
 

も
の
が
神
か
ら
離
れ
て
 

 
 

 
 

を
苧
 む
こ
と
に
お
い
て
 

 
 

 
 

絶
え
ず
自
ら
を
高
め
て
 

 
 

 
 

れ
に
と
も
な
 う
 悪
を
 、
 
17  ( Ⅰ 129) 



 
 

 
 

人
間
）
が
個
物
で
あ
る
 

時
 、
神
が
神
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

）
な
る
概
念
に
い
た
 

 
 

 
 

ぬ
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
 

 
 

 
 

あ
ら
れ
さ
れ
る
。
そ
し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
と
、
シ
ェ
リ
ン
 

 
 

 
 

に
 存
在
し
な
い
で
、
 
他
 

（
 
9
 ）
 

 
 

 
 

の
 弁
神
論
は
完
成
す
る
。
 

 
 

全
 き
 宗
教
性
へ
と
変
貌
せ
し
め
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

何
か
、
こ
の
問
い
に
 

 
 

 
 

性
 を
そ
の
極
限
ま
で
 思
 

 
 

 
 

よ
 う
 に
考
え
る
の
が
 至
 

 
 

 
 

面
上
半
１
１
神
の
 、
愛
 

 
 

 
 

 
 

立
 せ
る
も
の
を
包
み
、
 

 
 

 
 

 
 

0
 ス
ピ
ノ
ザ
の
精
神
と
 

 
 

 
 

じ
を
論
理
的
に
考
え
ぬ
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
事
は
驚
く
べ
 

 
 

 
 

る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
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、 ンェ リング 庄 自由論 コ における悪の 積極的なる意味 

注
 

 
 

4
 ）
目
の
の
の
 

 
 

8
 ）
 
巨
 の
の
 
い
 

（
 
9
 ）
 
自
 A
o
 
㏄
（
 m
 ）
目
の
 A
 
㏄
 

（
㎜
）
 

 
 

 
 

眼
差
し
に
は
、
す
べ
て
 

 
 

0
 発
現
が
あ
る
。
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南
 

 
 

 
 

を
 修
す
る
。
 身
 ・
 受
 ・
 
21 

 
 

 
 

 
 

げ
る
。
こ
れ
を
身
に
つ
け
、
）
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 
 
 

一
 

「
倶
舎
論
」
の
修
行
道
 

修行  
 

い
と
思
 う
 。
 

通論   
浄 者 を み か 派 仏教 道論 は本 重 ね が認 で行 

』 論 た め ， 時 
とににらぅ代 南 
を お ち れ と の ゴヒ 

取 ぃ が る し 仏 
り て い 。 て 教 
上 、 な 称 い 徒 
げ 凡 い 尊 た は 

  そ の の ビ 倶 「 
そ 五 そ 生 で 仏 
こ 世 し 涯 あ 道 
に 絶 て と ろ を 杢目 Ⅰ 笘珊 ガ 
み に そ そ り か ヒ ノン 

ら 著 こ の か か 
れ わ か 教   ヰァ し 

と っ 
る さ ら 説 仏 実 
修 れ 彼 を 弟 践 
待 た ら ど 子 す   
道 、 白 の 達 べ 
論 世 身 ょ が ぎ 

輪目 スー サ 丁 

を 親 の う 多 で に 首 ス旦 、 
つ " ム   い 百冊 

る 毘 ぎ し 派 考 て 
こ 達 道   ほ え 
と 磨 を 評 離 て 
に 倶 修 価 合 い 
ょ 合 符 す 集 た 

  

つ 論 道 べ 散 の 
て L 論 き せ で 

田   

十 の仏「倶 力 まと いて 得な 

教 会 め 被 か 釈 
徒 論 て ら っ 尊 

が 釈 L と いはたの っ 幾昔遺 教 
尊 称 た 度 貴 徳 
な す と と に を 

ぽ、 な は ど 
ど ぅ ） とわく 、 の 照   
し 昔 。 し の に 
自 著 、 深 承 



 
 

 
 

「
倶
舎
論
白
は
そ
の
 
伝
 

 
 

 
 

次
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
 

 
 

 
 

諦
を
十
六
行
相
に
よ
っ
 

て
 観
察
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

な
す
も
の
と
し
て
 四
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

り
 、
見
道
 位
 に
順
ず
る
 

 
 

 
 

か
に
し
て
 超
 入
す
る
 

 
 

 
 

道
 す
じ
を
踏
む
筈
だ
か
 

（
 l
l
 
）
 

の
 説
く
修
行
道
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 決
答
 忍
 
（
 
年
 ア
キ
ヨ
 
曲
 

古
曲
 
口
 p
F
 
ゅ
 
w
p
 
（
 
ト
 
）
を
生
ず
る
。
 

 
 

 
 

れ
る
。
見
道
以
上
は
 

 
 

 
 

い
 わ
か
る
「
四
諦
十
六
 

 
 

 
 

位
は
聖
道
の
初
位
で
あ
 

 
 

 
 

る
 。
以
上
が
「
倶
舎
論
」
 

ミ臣 白 る 根 
が そ 
生 ぅ 

じ す る 
忍、 と 
父 媛 

  
  

  

  
しハ 、 行 

  
善根 作意 

  
に に 

  
）次の世 隼 ずい 臣 Ⅰ 
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心
 ・
法
を
総
括
的
に
観
 2
 



南ゴヒ両アビ ダルマの修行道論 

 
 

 
 

四
聖
諦
 法
 、
引
 諸
 

有
情
、
今
出
生
死
 得
 大
淫
薬
。
 

 
 

 
 

生
死
の
苦
か
ら
淫
薬
 の
 
 
 

 
 

㌔
こ
こ
に
は
、
四
集
 ロ
 

 
 

 
 

ま
 諦
を
分
析
し
、
疑
 い
 

 
 

 
 

聖
 諦
を
見
て
 、
 自
ら
の
 

 
 

 
 

情
の
疑
惑
を
断
じ
 抜
済
 

 
 

 
 

く
べ
き
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

を
 味
読
す
る
な
ら
ば
、
「
倶
舎
論
」
の
立
場
が
一
層
明
 瞭
 に
な
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

っ
て
、
臨
機
応
変
 

 
 

 
 

 
 

倶
舎
論
 L
 の
名
品
の
 構
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四
聖
諦
 法
 、
従
兵
 

 
 

令
 入
道
 及
 得
道
果
、
故
格
技
 
済
 。
 

 
 

 
 

堅
調
法
、
引
諸
有
 

情
 、
従
位
第
一
法
、
入
苦
渋
 
智
忍
 。
改
名
 抜
済
 。
 

て
い
る
。
 

 
 

情
 、
依
北
修
道
、
見
四
聖
諦
、
 
断
白
 疑
惑
。
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か は れ 済 
表 、 ぞ す 以 

と ね 修 れ る 上   

で か 煩 を に ぅ 四一調 、す る。 悩め 月 Ⅱ々 説か な四 

べ 消 に れ 聖 と 

て 滅 弁 た 諸 沢 
の に 別 法 の 滅 
有 
漏   
法 て こ 聖 道 保 
の 股 と 調 へ 
択 階 に で の 
滅 づ ょ あ 位 
Ⅰ ま げ つ る 置 
唯 よ て か づ 
  ぅ 、 9 げ 
つ 

で， 
は 
な 
しマ   
の 

か の漸 外 に 諦に それ 

そ 
以ノ 

で、 
は 
な   
  
  

0 表 
で、 
サま 

ど 
あノ 

な 
の 
か   
  
答 あ わ 

束 
縛 

  
す 
る 
も   か   
の 
の よ   
数 く そ は を 
ナ 。 Ⅰ - 言 れ そ 抜 

と と ア か （ 成 
い っ で   す ビ   せご 。 賢 は 

ぅ の あ 法、 る ダ 撫 せ 聖 男   
ア 散 る の 作 ル 編 ん 品 品   " 弁 円 マ の と ） と 
ダ な そ 別 で   論 意 し ・ 根 
か し れ に あ （書 を て 遺 品 

  

義 井 階 煩 、 を 論 る 定   

は で の 終 は す ま 
破 づ 払拭 け 万 力 U 。、 法 は 悩を 法と 獲得 書も ロ凹） と ロ 口ロ 
、 き 弁 児 抜 る た い な 
法 な 刑 さ 済 た   @  うヲ Ⅱ 

の い の せ 怯 め そ 四 輪 
分 か た る で の の 諦 と 
別 ら め す あ も 資 に し 
す で に ぐ る の 料 め て 

な あ （ ァ れ 四 で と ね ち るこ 。 ビた聖 ダ方諦 ある なる 

除外 っと 

っ す 
四 ル 法 と と か て れ 
聖 マ は 考 い ら 組 は 

み   
の   立 木 
弁 か 。 こ そ ダ   て 論 
肋ゴ Ⅱ ら む ま 
と 

  
れ 苦 
て 諦 

ノ伶ノ   
    え が る た ね L 、る （ 5 （ 世 
と 聞 有 。 法 れ 。 ）間 
@."" し @ く 清 か の る 官 従 品 
帰 。 を く 弁 。 ） つ ） 
す な 輪 て 別 て   

る こ 集 
で、   二戸 の 諦 
あ な 大 の Ⅱ 論 " （ 
ろ 善 業 
ノづノ   金 口 ロロ 

口 Ⅰ 斡 
  

体 と 
が 随 

  四 眠 聖 コ ロコ   諦 ） 
    い を を   
ダ る     明 滅 
か め と ら 諦 



南ゴヒ両アビ ダルマの修行道論 

 
 

 
 

て
の
煩
悩
の
消
滅
を
 

 
 

 
 

不
必
要
に
な
る
だ
 る
 

（
 
。
 
ふ
ノ
 

）
 
0
 

（
 
騰
 ）
 

 
 

 
 

を
も
見
る
」
の
で
あ
る
 

 
 

 
 

見
 吉
所
断
の
煩
悩
を
断
 

 
 

 
 

う
こ
と
が
不
要
に
な
 

 
 

 
 

に
つ
 Ⅱ
 
リ
千
 
Ⅰ
舌
口
，
 

え
る
ハ
り
ネ
 

Ⅰ
 

 
 

張
 す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

沙
論
ヒ
巻
 七
八
に
ほ
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

。
 無
一
 煩
悩
 総
迷
四
 

（
Ⅱ
）
 

諦
 。
 故
於
 四
諦
、
下
総
 現
観
 。
 

 
 

 
 

時
 、
四
諦
の
理
に
迷
う
 

 
 

 
 

れ
ば
十
分
で
あ
る
、
 
と
 

い
 う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

て
 、
そ
の
 調
 理
を
明
 

 
 

 
 

ぅ
 こ
と
が
で
き
る
。
 
こ
 

れ
は
、
 

（
 
W
 
ル
 
）
 

 
 

 
 

諦
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三
浬
 架
と
 択
滅
 

 
 

 
 

断
滅
で
あ
る
と
し
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
の
で
は
な
い
か
と
の
 

 
 

 
 

口
論
」
の
修
行
道
と
の
 対
 

 
 

て
み
よ
う
（
 

4
 
1
 ぴ
 

@
 

 
 

危
 め
よ
う
に
、
得
ら
る
べ
 
き
 も
の
で
は
な
い
か
ら
。
 

 
 

 
 

る
 方
便
に
よ
っ
て
 得
 

 
 

 
 

き
な
い
も
の
は
 存
 

 
 

 
 

っ
て
し
ま
う
か
ら
。
 

 
 

 
 

っ
て
し
ま
う
。
 
こ
 

 
 

 
 

 
 

道
は
滅
に
 向
ぅ
 も
の
で
 

 
 

 
 

諦
を
学
 ・
無
学
法
と
い
 

 
 

 
 

、
こ
れ
ら
三
道
は
い
ず
 

 
 

 
 

基
づ
く
 択
滅
 の
た
め
の
 

道
 と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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挺
 し
、
そ
れ
を
究
極
の
 

 
 

 
 

ぃ
 修
行
道
と
い
わ
れ
る
 

の
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。
 

 
 

 
 

方
 に
問
い
を
移
し
て
 

Ⅰ
 @
0
 

 
 

存
在
を
獲
得
さ
せ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
 

 
 

る
が
 浬
磐
が
 得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。
 

 
 

カ
 

 
 

 
 

な
わ
ち
現
存
し
て
い
 

 
 

 
 

が
 生
ず
る
こ
と
は
 

な
い
と
い
う
過
失
に
陥
る
か
ら
。
 

 
 

」
と
で
あ
れ
ば
過
失
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 
 

 
 

し
な
い
こ
と
を
淫
楽
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修
行
道
は
浬
架
を
得
さ
 

 
 

 
 

存
在
と
か
、
煩
悩
の
非
 

 
 

 
 

。
そ
う
で
 は
 げ
れ
ば
 修
 

 
 

 
 

聖
道
以
前
に
 浬
磐
は
実
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が
 崩
れ
て
し
ま
う
。
 こ
 

れ
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
げ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 

M
 。
 
n
 
貧
等
の
 u
 滅
尽
が
 浬
盤
 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

浬
磐
 で
あ
る
と
す
る
 

 
 

 
 

ら
 。
ま
た
、
有
為
 

 
 

 
 

で
あ
る
と
い
う
こ
 

と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

さ
し
つ
か
え
な
い
の
 

で
は
な
い
か
。
 

 
 

 
 

が
 克
服
さ
れ
な
い
か
 

 
 

 
 

@
 
う
 
ノ
 い
て
滅
尽
 と
 三
二
Ⅰ
Ⅱ
 

 
 

く
な
る
の
で
あ
る
。
 
n
 
滅
尽
以
後
で
は
な
い
。
 u
 

 
 

 
 

架
 u
 に
近
似
す
る
 

も
の
と
し
て
滅
尽
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 、
煩
悩
が
す
っ
か
り
 

 
 

 
 

対
し
て
も
不
可
と
答
え
 

 
 

阿
羅
漢
果
の
人
に
も
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
 浬
 磐
は
未
だ
有
為
を
は
 

 
 

 
 

浬
 盤
と
矛
盾
す
る
。
 故
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さ
せ
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

な
い
。
そ
れ
 故
 最
後
 

に
 次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 

 
 

な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
獲
得
さ
る
 

 
 

 
 

も
の
で
は
な
い
っ
 

 
 

 
 

、
す
ぐ
れ
た
智
に
 
29  C Ⅰ 441) 
 
 

 
 

化
す
 

 
 

 
 

へ
の
 

 
 

 
 

道
が
 

 
 

ば
湿
盤
は
実
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

力
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

な
い
の
か
。
 

 
 

 
 

な
 

 
 

 
 

 
 

生
す
る
も
の
で
は
な
い
（
串
も
 p
 
す
才
笘
セ
の
 

）
。
 

 
 

 
 

み
得
 。
 
  な 阻 転 る 

原 上 仙 よ 
因 し な う   
と て 克 な   な い 服 こ 

で， 共 な @ る し と 

あ で い   か て は 



四
 

「
清
浄
道
 諦
ヒ
の
 修
行
道
 

 
 

 
 

ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

い
て
も
清
浄
を
得
る
。
 

 
 

 
 

義
 に
お
い
て
自
性
 

 
 

 
 

比
丘
た
ち
ょ
。
 
不
 

 
 

無
為
（
笘
の
 

p
p
 

オ
ア
 

p
 蕾
 ）
な
る
も
の
あ
り
 "
 
 
と
 。
 

 
 

 
 

っ
 た
こ
と
で
あ
る
。
他
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
 証
 得
さ
る
 べ
 

 
 

 
 

証
 得
さ
れ
得
る
実
在
で
 

あ
る
と
断
ミ
 目
 
さ
れ
て
 Ⅵ
 
ト
 る
か
り
 
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
淫
薬
 

 
 

々
は
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 

つ
い
て
説
明
す
る
文
で
は
、
 

 
 

 
 

%
 
6
 
 
）
 
o
 

 
 

 
 

。
彼
ら
は
 択
滅
 よ
り
も
 

 
 

 
 

よ
う
 に
 滅
諾
さ
 諸
訳
 滅
 

 
 

る
 筈
で
あ
る
。
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せ
 曲
目
 
ぎ
キ
宙
巨
ド
 
）
 と
は
ぱ
同
 

 
 

 
 

も
 決
し
て
聖
道
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

道
 智
見
清
浄
と
い
（
 

0
 
2
 ）
 

じ
呵
 

 
 
 
  

 

 
 

な
 う
 べ
き
で
あ
る
。
 31  く 143) 

（
㎎
）
 

 
 

（
Ⅱ
 
@
 
）
 

 
 

 
 

て
い
る
。
こ
の
智
を
得
 

 
 

 
 

（
ま
せ
 

P
H
p
m
p
H
 

守
 P
 
）
、
小
頭
 流
 

（
 
W
@
 

）
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

様
相
を
見
る
よ
 う
 に
 た
 

る
 。
こ
れ
が
 見
 清
浄
で
あ
る
。
 

 
 

る
 。
 

（
 
肋
 
@
 ）
 

 
 

を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
が
 見
 清
浄
で
あ
る
。
 

 
 

・
 度
疑
 清
浄
・
 道
 非
道
智
見
清
浄
・
行
道
智
見
清
浄
・
 

 
 

い
 わ
ゆ
る
 七
 清
浄
が
「
清
浄
通
論
 
ロ
の
 修
行
道
で
あ
 る
 

下
 の
 慧
 修
習
に
つ
い
て
修
習
過
程
を
み
て
み
よ
う
。
 

見
 清
浄
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

確
知
 し
 、
そ
れ
に
よ
っ
て
有
情
想
（
の
 

p
 
ま
曲
田
 
ひ
寸
 
卸
 ）
 智

見
清
浄
と
い
う
慧
の
 

。
本
節
で
は
 見
 清
浄
以
 

を
打
破
す
る
と
、
名
色
 



そ
 う
 す
る
と
聖
道
が
あ
ら
わ
れ
る
。
 

 
 

」
と
い
う
。
 

（
 
然
 ）
 

 
 

 
 

あ
ら
わ
れ
「
こ
の
 ょ
ぅ
 

（
 2
 ）
 

は
障
礎
 と
し
て
現
わ
れ
る
。
 

 
 

智
の
後
に
 

智
 （
日
田
 
0
 日
き
倒
握
 ）
が
起
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

止
住
 

 
 

す
べ
 

 
 

傾
 す
る
 諦
 随
順
 

 
 

滅
さ
せ
る
。
 
す
 

 
 

の
葉
か
ら
 水
 

 
 

円
ゆ
 
Ⅰ
 
笘
臣
 
）
（
 

H
 ）
曲
中
 

曲
 ）
 

 
 

 
 

で
は
四
善
根
忙
中
の
頂
 

 
 

 
 

め
 

 
 

 
 

よ
 

 
 

 
 

の
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

田
か
オ
す
 
W
H
E
 
づ
 薄
ォ
 ず
曲
ひ
 
曲
中
 
p
 ）
に
至
る
人
智
を
獲
得
す
る
 
ナ
 
-
 
Ⅰ
 に

 修
行
す
る
と
説
か
 

い
で
あ
ろ
う
か
。
し
 

に
な
っ
て
し
ま
う
で
 

め
に
修
得
す
る
。
 
行
 

   
 

 
 

 
 

の
 彼
岸
に
到
る
 0
 そ
こ
 

 
 

 
 

 
 

明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
（
 

 
 

 
 

の
 
p
p
p
 
が
 ゅ
 七
曲
）
が
獲
得
さ
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か あ ぎ 磐 れ 『   

ら る を と は 倶 に め 
  

それ 砕 

切まて 。 見し仙台 " の論数人 も " 貧しがさ 繭て 聖れは 適 

  

  

ま は っ 疹 様 用 す す で る で 艦 え 
た た て 行 で を る べ な 預 あ と ら 

ヶブ し 

よ 

  
て 
そ   の 

  智 
サ ブ し 

結 
び 
つ 

ぎ 
つ 
つ 

    

。 七 て述 るの 古万全 と考 雀口 曲 こ o  未 
ま 里 

で な え 握 れ べ た 財 
あ 道 て ） は て   を 

だ撃 

破 
る 智 い の 滅 い そ 現 さ 
。 を る は 諦 る れ 所 れ 
得 の た を   似 せ ず 
た で ろ 浬 そ 外 し 粉 

4 ド 司 
道 保 あ 
智 会 ら 
見 識 た 
清 』 め 五 
浄 め て 
か 修 『 『 

清浄倶舎 行 9 行道 
道 が 道 諦 
智 釈 論 』 
児 曹 』 [l[ Ⅰ 

清 の に お 
海 抜 お け 
に 済 げ る 
か 法 る 智 
げ と Ⅲ 多 

て し 行 
" て 道 

無 亜 を 
帯 祝 ふ 
・ し り 

苦 た 返 
  回 り 

無 諦     
口論 清浄 一一一 相 L 

  
  
  



 
 

 
 

む
し
ろ
智
を
主
体
に
し
 

 
 

 
 

と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
 

 
 

く
と
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

を
 説
く
「
賢
聖
 品
 」
 

 
 

 
 

つ
い
て
次
の
よ
う
に
 
述
 

べ
て
い
る
。
 

誰
が
い
く
つ
の
智
を
備
え
る
の
か
。
 

 
 

 
 

口
 
備
え
て
い
る
Ⅱ
 

 
 

 
 

筈
 だ
け
を
備
え
て
 

 
 

 
 

こ
れ
よ
り
上
位
は
 
、
 

 
 

 
 

、
 集
法
智
と
 滅
法
 智
 

 
 

 
 

こ
と
に
な
る
。
し
か
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
 修
行
道
の
進
展
に
対
 

 
 

 
 

う
 な
独
立
し
た
意
義
を
 

 
 

 
 

那
 
（
欲
界
の
苦
諦
を
現
 

 
 

 
 

簡
択
し
た
こ
と
、
浅
香
 

 
 

る
 。
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え い 
て く す 
い の で 
た で に 

の あ 述 六 
で る べ 

あ か て 南 
る 。 き 方 
か 釈 だ 上 
。 尊 よ 座 
そ が ぅ 部 
れ 四 な に 
が 諦 商 お 

次 を 方 け 
に 故 上 る 
問 済 座 四 
題 法 部 諦 
V こ と の 
さ し " 
れ て 道 
ょ 説 を 
う い 正 
。 た 視 
の し 
で、 よ - 

な 修 
し 、 ， 一 仔 

と 通 
す " "@ @ ム 口 " 拝 町 
れ か 
ば ら 
  キ 
釈、 る 
尊 と 
は     
を 諦 
有 な 
，清 る 
v=  も 
赤 め 
し は 
た ど 
の の 
で， ょ 

あ ぅ 

る に 
と 取 
彼 扱 
ら わ 
は れ 
考 て 

  D    Ⅰ 47) 
 
 

 
 

て
み
る
な
ら
ば
、
智
も
ま
た
 

修
 り 起 は     い 

 
 

 
 

に
 直
接
修
行
道
に
お
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
勝
義
と
し
て
の
 

 
 

 
 

㈹
 行
 相
に
よ
っ
て
 苦
 

 
 

 
 

別
さ
れ
る
 U
 。
 行
 相
と
 

 
 

智
が
 区
別
さ
れ
る
。
（
以
下
㈲
 、
 

）
（
 

か
り
 
ヤ
 
@
 
Ⅴ
 
&
 小
旧
ガ
含
 

/
 （
 
田
 
9
 
2
 ）
 

 
 

明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 

 
 

（
 日
ゅ
 （
 
m
p
 
で
 尽
 古
曲
）
 と
 

 
 

 
 

は
 道
諦
を
簡
択
し
て
 
 
 

 
 

と
は
四
諦
を
手
が
か
 
 
 

 
 

簡
択
 し
 煩
悩
を
対
治
 



 
 

 
 

は
 
「
 無
擬
解
道
 」
 を
 

 
 

 
 

は
 次
の
よ
う
な
見
解
で
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

色
の
味
と
は
一
体
 

し
ゆ
つ
 
@
 

け
 ん
 

と
 。
比
丘
た
ち
ょ
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
変
易
 法
 で
あ
る
こ
 

 
 

 
 

る
 。
 "
 と
 。
（
中
略
）
 

 
 

 
 

証
如
 し
た
か
ら
、
 

天
 

  

 
 

 
 

 
 

（
 
組
 ）
 

 
 

に
あ
て
は
め
て
い
る
。
 

 
 

 
 

・
 苦
 ・
変
易
 法
で
 

 
 

 
 

断
 す
る
こ
と
、
こ
れ
 

 
 

 
 

 
  

 

語
 ・
 業
 ・
 命
 ・
 精
 

（
 
銘
 ）
 

進
 ・
 念
 ・
 定
 と
い
う
修
習
通
達
が
道
諦
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
 釈
 

 
 

 
 

 
 

よ
 う
 に
し
て
悟
り
を
 開
 

 
 

 
 

で
あ
る
集
を
捨
 断
し
、
 

 
 

 
 

わ
ち
 味
 ・
 患
 ・
離
の
証
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セ
 四
諦
の
十
六
行
 

相
 

 
 

 
 

１
１
 
抜
済
 
法
と
し
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

義
諦
 
と
し
て
の
四
聖
諦
と
は
 

後
に
そ
れ
ら
を
総
評
す
る
 

意
 

 
 

 
 

 
 

る
と
述
べ
て
い
る
の
で
 

知
 と
も
重
な
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

て
 達
成
す
べ
き
こ
と
 

 
 

 
 

と
し
て
道
管
の
 
四
 作
用
 

を
あ
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

こ
れ
ら
通
知
 等
の
 

（
㌍
）
 

四
 作
用
を
行
ほ
う
と
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

、
四
諦
を
一
時
に
現
 観
 

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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義
諦
 の
 理
 と
し
て
示
し
て
い
る
。
こ
の
 理
と
 

 
 

な
か
ろ
う
。
こ
の
理
は
、
た
と
い
 苦
 ・
非
常
 

 
 

真
理
を
示
す
証
左
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
 

 
 

十
六
行
相
と
は
根
木
的
に
相
違
し
て
い
 

苦
 １
１
㈲
 逼
悩
 

㈲
有
為
㈹
愁
苦
㈲
変
易
 

集
 Ⅱ
 ｜
 ㈲
増
益
㈲
因
縁
㈲
結
樽
㈹
障
碍
 

滅
 １
１
㈲
出
離
㈹
遠
離
㈹
無
為
㈹
甘
露
 

道
｜
 ㈹ 出
 

㈹
 因
 

㈹
 見
 

㈹
増
上
 

 
 

」
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
自
性
と
し
て
 
逼
 憎
相
 

 
 

益
せ
ら
れ
、
作
為
さ
れ
、
集
積
さ
れ
た
も
の
 

 
 

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
 熱
 苦
の
義
が
明
瞭
に
な
 

 
 

 
 

 
 

ね
 、
有
為
相
は
集
の
増
益
 相
 と
の
関
連
か
 

 
 

で
あ
る
 滅
 と
の
対
照
か
ら
知
ら
れ
る
と
い
う
 

 
 

の
 滅
を
も
見
る
。
苦
の
滅
に
至
る
道
を
も
 

 
 

ぅ
 こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

の
 十
六
行
相
と
は
全
く
異
る
こ
と
は
 一
 

 
 

頓
 親
親
の
た
め
、
他
方
は
漸
 現
観
 の
た
め
な
 の

あ
る
苦
の
有
為
の
義
が
明
瞭
に
な
 

で
あ
る
か
ら
。
ま
た
、
道
は
煩
悩
の
 

る
 。
（
中
略
）
ま
た
、
不
変
易
 法
で
 

行
 相
が
関
連
し
合
っ
て
い
る
。
苦
諦
 

ら
 知
ら
れ
、
 熱
 吉
相
 は
 愁
苦
を
取
り
 

の
で
あ
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
四
諦
相
互
 

見
る
」
と
い
う
 頓
現
観
 論
の
 教
証
を
 

目
 瞭
然
で
あ
る
。
有
相
を
立
て
る
 意
 

の
で
あ
る
。
 

  
し
て
の
十
六
行
相
が
彼
ら
に
い
か
に
 

等
 の
 行
 相
の
吟
味
に
解
釈
の
相
違
を
 

 
 

る
 。
次
に
そ
れ
を
挙
げ
る
・
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磐
 に
も
言
及
し
つ
つ
 

 
 

 
 

観
点
の
相
違
を
如
実
に
 

 
 

 
 

現
わ
れ
来
る
も
の
或
は
 

 
 

 
 

と
浬
 盤
を
所
縁
と
す
る
 

智
見
清
浄
 道
 と
の
ち
が
い
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
ど
う
い
う
わ
 け
 

 
 

 
 

ら
に
詳
し
い
研
究
を
必
 
 
 

 
 

い
 。
今
日
の
日
本
に
お
 

 
 

 
 

て
 描
く
見
方
と
二
様
 あ
 

 
 

 
 

信
者
と
で
は
釈
尊
に
 対
 

 
 

 
 

 
 

よ
う
 と
す
る
か
に
 ょ
 

 
 

 
 

わ
り
を
ど
 う
 評
価
す
る
 

 
 

 
 

よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
 

 
 

の
 弁
別
）
を
修
行
の
方
法
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

根
 と
し
て
基
盤
に
お
 

八
 

結
び
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注
 

 
 

甘
匡
か
 q
&
 
の
絆
 ）
に
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

Q
.
 
か
 Q
 
め
 
⑧
Ⅰ
 
か
苗
由
め
 

ヒ
心
 束
ぷ
 a
 の
 
ま
か
ぬ
 

さ
隠
蓮
武
 

づ
 （
（
（
 

-
 ㌧
㏄
（
 

コ
 p
-
P
O
 

の
 づ
ノ
 セ
ロ
・
㏄
㏄
白
１
の
の
の
 

（
 
2
 ）
ヨ
田
・
 七
 b
.
 
㏄
 ト
印
 

@
@
 ㏄
 卜
ひ
 

 
 

八
 、
幸
全
土
 
二
セ
 、
 四
 0
 
一
頁
 下
 。
 

（
 
4
 ）
も
 
ト
か
 
～
乱
悪
さ
Ⅰ
ま
さ
 

討
 0
 
抹
 
Ⅰ
・
 
サ
 か
曲
 
セ
 
㎏
Ⅰ
・
 
づ
 ・
 ト
 

 
 

）
二
五
頁
。
 

（
 
6
 ）
 
ト
迂
 
寸
寸
心
 

苗
ぬ
 
Ⅰ
ま
ぬ
か
心
体
Ⅰ
・
 

駄
 下
旬
 
め
セ
 
a
.
 
せ
，
め
 

ゴ
汀
団
コ
の
 が
 コ
 の
ガ
ふ
（
 毛
 0
 「
 ア
の
 絆
 「
 田
 
小
い
の
 

 
 

 
 

の
 実
体
験
に
迫
ろ
 う
と
 

 
 

 
 

由
里
主
ロ
 

の
 、
独
覚
と
し
て
 

 
 

 
 

修
行
道
論
は
最
後
に
 具
 

道
者
と
し
て
の
生
涯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

続
 に
お
い
て
四
道
 

 
 

 
 

を
 奪
 い
 去
ら
れ
、
 そ
 

 
 

 
 

を
 引
き
起
し
て
後
 有
 

 
 

 
 

く
な
っ
た
火
の
よ
 う
 

（
 
舘
 ）
 

 
  
 

尊
の
道
を
進
も
 う
 と
す
る
の
で
あ
る
。
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南ゴ ヒ両アビ ダルマの修行道論 

 
 

 
 

れ
ら
は
阿
羅
漢
 果
に
 

4
1
 

お
い
て
獲
得
さ
れ
る
。
 

（
 お
 ）
田
す
 
円
 
ハ
ト
 

@
 
0
.
 
 

什
 
Ⅰ
 
づ
小
リ
 

・
 コ
 ・
Ⅱ
 
り
侍
 

1
@
 

り
 ハ
 
い
れ
い
 

（
 打
 ）
 
卜
 
け
か
～
 

隠
苗
 
Ⅰ
 へ
 
ま
ぬ
討
も
本
心
・
 

迂
こ
 
幼
セ
 
ヒ
 Ⅰ
・
 
ロ
 ・
 ら
 
0
 切
 

( Ⅰ 53) 

（
 
7
 ）
Ⅰ
 げ
 w
&
.
 

や
・
㏄
・
）
・
 

卜
 

（
 8 ）
申
 す
日
 
・
で
 
せ
 ・
㎏
１
１
㏄
 

（
 9 ）
レ
ヰ
 
レ
 
山
ハ
 

坤
 
・
 せ
 ・
ト
ド
 

 
 

Ⅱ
 
0
 ㌃
 せ
 ・
 せ
ロ
 
・
 脂
 
㏄
の
 

@
@
 か
 ㏄
Ⅱ
 

（
は
）
 
司
婆
 妙
諦
口
巻
 セ
ハ
 、
大
正
二
 セ
 、
 四
 0
 六
頁
上
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巨
 甲
ユ
㊥
，
 
v
o
 
）
・
 
自
 

 
 

l
1
.
 

か
の
 
田
 

（
 
M
 ）
㌔
～
 い
 
ま
簿
も
こ
 

由
ま
 
Ⅰ
叱
叱
 
Q
-
 
つ
つ
 
・
 ム
の
 
サ
ー
 か
 ㏄
㏄
 

（
 旺
 ）
 
い
 
す
 ご
 ・
 b
.
A
 
ひ
 ひ
 

（
㎎
）
 田
び
弍
 
・
や
・
 
m
P
N
 

（
Ⅳ
）
 田
ヴ
 
p
&
.
b
.
 

の
Ⅱ
の
 

（
 穏
 ）
 
ぴ
ご
 ・
 0
.
o
H
 
の
 

（
㎎
）
Ⅰ
 ヰ
甲
 

山
ロ
・
 

づ
 ・
 川
 
Ⅵ
 
卍
 
ハ
リ
 

（
 舘
 ）
田
ヰ
 
目
 
Ⅰ
ハ
出
・
Ⅰ
 

ソ
 
・
い
の
。
 

（
 午
ぬ
 
）
Ⅰ
 ヴ
 Ⅰ
 
巨
 ・
 づ
 ・
の
肚
の
 

（
 牡
 ）
け
田
 隼
 ・
 づ
 ・
 鐸
 Ⅱ
 べ
 

（
 為
 ）
 
レ
ヴ
 
山
色
・
㌧
・
の
Ⅱ
 

べ
 

（
 穏
 ）
 
田
ヴ
 
由
江
・
㌧
・
 

銅
 Ⅱ
の
・
 
目
 ・
の
１
ト
。
 

（
 朽
 ）
Ⅰ
 ヴ
 日
・
 弓
 ・
 収
 Ⅱ
の
・
 
目
 ・
Ⅱ
 
0
1
 
。
 ト
色
 



（
 9
 ）
 

（
 而
棚
 
）
 

（
 1
 ）
 

（
 2
 ）
 

（
 3
 
3
 ）
 

（
 3
 
4
 ）
 

（
 3
 
5
 ）
 

（
 3
 
6
 ）
 

（
 3
 
7
 ）
 

ト
け
 
下
へ
 
荘
下
 
a
 Ⅰ
ま
ぬ
 
汗
 
。
 
抹
 
Q
.
 
サ
 
下
旬
 
め
ヒ
 
Ⅰ
・
㌧
・
の
の
 

印
 ・
 

憶
ミ
牙
 
Ⅰ
 ま
 む
か
～
 

軋
隠
 
ま
ぬ
叱
叱
Ⅰ
 

、
ロ
 
・
 
円
め
 ・
㌧
・
Ⅱ
 

0
 の
 

 
 

㏄
 ぺ
｜
め
 
㏄
 

㍉
 ぬ
 さ
り
Ⅰ
ま
け
 

蓮
 ～
 
簿
 Ⅰ
 ま
 Q
 叱
叱
 

Q
,
 

や
目
 。
 

㌔
 漱
 乱
簿
朝
 

Ⅰ
 

ま
ぬ
叱
叱
 

Q
,
 

ワ
 臼
の
の
 

「
 
婆
 妙
諦
ヒ
巻
 セ
セ
 、
大
正
二
 セ
 、
三
九
九
頁
 下
 。
 

べ
 済
ま
も
も
か
～
 

ま
 Ⅰ
人
心
 

Q
.
 

づ
 ・
切
の
か
 

ぃ
 
ヴ
山
色
・
 

せ
 b
.
 
 

臼
の
か
 

｜
 臼
 
0
 釧
 

レ
す
 
レ
立
臼
の
は
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グノーシス主義における ダ Uaec  イ ㏄ a み 化の問題 

一
 
問
題
点
と
資
料
 

 
 

 
 

知
ら
れ
て
い
た
 グ
ノ
 
 
 

 
 

題
 が
あ
る
。
荒
井
 献
氏
 

 
 

 
 

期
の
時
代
思
潮
な
る
 グ
 

 
 

 
 

１
フ
 を
 有
す
る
創
作
神
 

 
 

 
 

性
の
認
識
、
第
二
は
現
 

 
 

 
 

己
 」
の
啓
示
者
な
い
し
 

 
 

一
の
モ
チ
ー
フ
に
対
す
る
古
典
的
な
定
義
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 定
式
に
よ
り
、
 グ
 

 
 

 
 

関
与
す
る
余
地
は
な
 い
 

 
 

 
 

三
 の
 
ヨ
拐
 ）
に
陥
っ
た
 と
 
43  C Ⅰ i55) 

 
 

を
 中
心
と
し
て
 

小
林
 

稔 
 
 

プ
せ
 
の
 
ハ
 
い
 
円
 ㏄
 
O
 
｜
 田
 
・
 
N
 の
の
 
侍
さ
 
注
の
問
題
 



 
 

 
 

唆
す
る
通
り
、
ク
レ
 
 
 

 
 

ハ
シ
 レ
イ
デ
ー
ス
派
 と
 

 
 

 
 

な
り
、
旧
約
と
新
約
の
 

 
 

 
 

を
ム
 患
 q
m
 
。
 ミ
 q
q
 
へ
り
ホ
険
 

～
 

 
 

 
 

解
を
問
題
に
す
る
際
に
 

 
 

げ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
 

（
 
托
 ）
 

 
 

 
 

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
 

 
 

 
 

に
 依
拠
し
て
い
る
よ
 う
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

、
第
二
巻
以
降
は
専
ら
 

昔 へ く し ノ ィ 考 
書 ン " と て l ス え 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

論
 に
関
し
て
は
 ク
 

（
 
4
 ）
 

 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ
神
学
が
 グ
 

（
 
く
 
Ⅰ
）
 

 
 

（
知
了
 日
 の
の
 
す
 0
 ㏄
 ざ
 ）
が
以
上
の
よ
う
な
グ
ノ
ー
シ
ス
 救
済
論
を
前
提
と
 

（
 
ム
リ
 

）
 

、
教
父
 達
に
よ
 る
恩
恵
論
の
展
開
を
説
明
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

行
為
ば
か
り
で
な
 

（
 
7
 ）
 

 
 

 
 

こ
と
と
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

ト
マ
ス
に
よ
る
 福
 

 
 

 
 

て
い
る
。
（
 

8
 ）
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グノーシス主義における 剋 0 ㏄  
 

 
 

と
 次
頁
の
表
の
よ
う
に
 

（
 
M
 ）
 

 
 

 
 

な
る
で
占
め
ろ
 う
 
。
（
 

6
 
）
Ⅰ
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

て
 ソ
フ
ィ
ア
 と
ア
カ
 

（
 
毬
 ）
 

 
 

「
霊
的
な
も
の
」
や
「
種
子
」
と
呼
ば
れ
る
。
他
方
「
 
形
成
」
（
 セ
 &b
 
モ
 e
q
 。
の
）
に
 

 
 

 
 

フ
レ
ー
ロ
ー
マ
、
 

山
 ，
 
間
 

 
 
 
 

 
 

 
 

も
 貫
か
れ
て
い
て
、
人
れ
 
 
 

 
 

 
 

心
魂
的
な
も
の
が
中
間
 
4
 

 
 

の
 
構
造
 

題
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
挿
入
し
て
い
る
。
し
て
、
 
中
に
 

B
 エ
 
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
（
 

4
 
1
 
）
 

れ
る
も
の
）
に
つ
い
て
書
き
 

 
 

 
 

ン
テ
ィ
ノ
ろ
脈
に
つ
い
 

 
 

 
 

々
が
互
に
異
な
る
 
教
説
 

 
 

 
 

ス
派
 ）
の
 教
 説
の
起
源
 

（
は
）
 

 
 

 
 

オ
ス
「
異
端
反
駁
」
 
第
 

一
巻
の
八
章
ま
で
を
扱
っ
て
み
た
い
。
 



 
 

 
 

 
 

  

 
 

      世               プレーローマ 界 一 な w 
旭   

終
末
論
 

セ
 1
 
 
 

キ
リ
ス
ト
論
 

3
 １
 4
a
 
 
預
言
者
と
デ
ー
 
ミ
 ウ
ー
ル
 
ゴ
ス
 

4
b
 

来
臨
し
た
 ソ
 ー
テ
ー
ル
 と
デ
 一
 ミ
ウ
一
ル
ゴ
ス
 

四
 1
a
 

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
 ア
カ
 モ
ー
ト
の
形
成
 

 
 

ア
カ
 
モ
ー
ト
の
パ
ト
ス
 と
エ
 ピ
ス
ト
ロ
 ペ
｜
 

5
a
 

ソ
 ー
テ
ー
ル
の
派
遣
と
彼
に
よ
る
 
ア
カ
 モ
ー
ト
の
 

形
成
 

 
 

こ
の
世
の
三
要
素
（
の
材
料
）
の
成
立
 

 
 

お
 

ょ
び
 彼
の
虹
 知
 

5
 １
 6
 
 

人
間
の
創
造
 

上
ハ
 
1
 

人
間
論
。
主
要
素
間
の
関
係
、
こ
の
世
 
と
ソ
 
ー
テ
 一
 

ル
 来
臨
の
目
的
 

 
 

」
 

お
ょ
バ
ゾ
 
木
口
 ス
に
 ト
よ
ス
リ
救
い
 

4
b
 
 

ソ
フ
ィ
ア
の
事
件
の
結
末
 

 
 

に
 対
す
る
か
れ
ら
の
役
割
 

6
b
 
 ソ
 ー
テ
ー
ル
と
そ
の
天
使
達
の
発
出
 

呈
 1
 １
 6
 
 以
上
の
聖
書
に
よ
る
証
明
 

  

人
間
の
三
つ
の
種
族
 

七
 5
 

 
 

 
 

ヱ
 
"
 
"
 

者
の
放
博
行
為
）
 

五 四 
    

  
  

批 
質 判 " 
ト 杵   
的 皮 ス 
在 府 の 
在 将 
Ⅴ こ 

つ 
来 

  
て 

に関 

す 
の 
詳 

  
異 

述 説 

と     

れ 
に 

対す 

  

二
 3
 １
 4
a
 
 

同
じ
記
事
に
関
す
る
 

B
 に
よ
る
重
複
記
事
 

と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
し
 

一
 1
 １
 2
 
 フ
レ
ー
ロ
ー
マ
の
成
立
 

 
 

以
上
の
聖
書
に
よ
る
証
明
と
 エ
 イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
批
判
し
 

何
一
 
3
 

(1%) 

主 

婁 

姿 

冶 

  

英 

姿 

檸 
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グノーシス主義における 押 a ㏄Ⅳ CGag 化の問題 
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や ・一‥ -. 一・一・ --.--,-. 」 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

M
 

 
 
且
 

「
 @
l
.
.
 ゆ
 ， 1
.
l
l
l
i
l
 
し
 

M
E
 

K
O
 

田 Ⅰ ヰ     
  

      

    
  
  

  

     
 

 
 

 
 
 
 

㏄
Ⅱ
 

仕
入
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
Ⅰ
 

Ⅰ
Ⅰ
 

@
 八
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

  

Ⅰ
 
@
l
l
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三
 

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
論
敵
の
人
間
 論
 

 
 

 
 

状
態
（
パ
ト
ス
）
が
 生
 

 
 

 
 

な
 状
態
に
よ
っ
て
生
じ
 
 
 

等
は
安
息
の
状
態
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

成
る
神
話
論
に
は
 内
 

 
 

 
 

に
一
般
的
な
知
識
を
与
 

 
 

 
 

説
明
す
る
 よ
う
 に
 、
ヴ
 

（
 
花
 ）
 

 
 

 
 

つ
 八
章
ま
で
を
書
い
た
 

と
 結
論
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

Ⅰ
㈹
無
知
 

㈹
無
限
者
 

 
 

 
 

貫 界 
徹 し に 
さ か   

れ も 質 
て 神 料 
い 諾 約 
る 2 輪 な 
。 ）の も 
月 Ⅱ 月巨 き の（ 
ち 開 がぎ 

左に 言 - 己 は この 

に 、 世 

  
で ャ も 

に
 滅
び
に
至
る
。
 
即
 

 
 ル
 

（
 q.
,
 
目
 ・
・
 
目
 

き
る
よ
 う
 に
 、
 ㈲
 ま
 ち

 す
べ
て
が
白
 

の
曲
的
 
臣
曲
 
Ⅱ
 
隼
 ）
 の
 

ず
、
 知
ら
れ
ざ
 ら
に
相
応
す
る
と
こ
ろ
へ
帰
着
す
る
の
で
 

指
摘
す
る
ひ
と
つ
の
基
本
構
造
が
三
つ
の
 

る
無
限
の
原
理
が
あ
っ
て
 、
 ㈲
各
領
域
の
 あ
る
。
 

領
域
を
通
じ
 

霊
的
存
在
者
 に て 
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る
こ
と
に
注
目
し
た
 

ノーシス ヨ  
 

 
 

中
に
は
、
ア
カ
モ
ー
ト
 

（
四
）
 

 
 

 
 

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

(161 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

霊
的
な
人
か
ら
も
何
ら
か
の
 

お ける 叫 aec  a ゅ Ceog%  
 

 
 

た
 ぶ
か
っ
て
シ
ョ
ッ
ト
ロ
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

状
態
と
し
て
の
救
い
で
は
な
い
 0
 な
ぜ
な
ら
第
一
に
 、
 中
間
 界
の
ア
カ
モ
｜
 

 
 

 
 

よ
 る
救
い
を
必
要
と
し
 

 
 

 
 

モ
ー
ト
が
上
の
も
の
を
 

 
 

 
 

の
放
 
塔
主
義
の
問
題
に
 

触
れ
て
み
た
い
。
 

a
 
 
主
要
資
料
（
 

A
 
）
の
人
間
 

論
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

史
の
見
解
に
は
大
筋
に
 

 
 

 
 

当
 し
そ
う
に
見
え
る
。
 

 
 

 
 

去
し
、
 
残
っ
た
部
分
（
 A
 ）
 



b
 
 三
種
族
 説
 （
 七
 5
 ）
の
人
間
論
 

 
 

 
 

5
 に
、
人
間
に
は
二
一
 

 
 

 
 

ま
た
預
言
者
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

心
魂
を
通
じ
て
も
語
っ
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

レ
ナ
イ
オ
ス
の
総
括
で
 

 
 

 
 

、
こ
の
世
で
心
魂
的
な
 

 
 

と
と
も
に
教
育
さ
れ
る
 よ
う
 遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
」
と
 
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
可
能
性
が
 

 
 

 
 

、
こ
れ
ら
の
中
に
宿
っ
 

 
 

 
 

お
よ
び
「
心
魂
と
対
を
 

な
し
て
の
教
育
」
が
必
要
な
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
 

 
 

な
も
の
と
質
料
的
な
も
 
 
 

そ
ち
ら
の
方
へ
行
く
」
も
の
③
。
こ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

く
 、
生
来
持
っ
て
 い
 

 
 

 
 

&
 の
 m
q
 
も
 ミ
 
の
思
想
が
あ
 

 
 

 
 

れ
る
人
は
同
時
に
質
料
 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
彼
の
救
い
 

 
 

自
然
的
な
も
の
で
は
な
い
と
結
論
で
き
る
。
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グノーシス主義における WUaet 軽 Ce<7 や僻の間 題 

 
 

 
 

よ
っ
て
も
三
つ
の
本
性
 

 
 

 
 

、
 
彼
は
こ
の
 

教
説
 

を
七
 

 
 

 
 

よ
う
 

と
す
る
そ
の
証
明
 

（
 
舘
 
）
 

 
 

 
 

由
来
す
る
と
は
考
え
難
 

 
 

 
 

 
 

 
 

子
を
受
容
 

し
ぅ
る
本
 

 
 

 
 

れ
る
。
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
 

 
 

 
 

魂
が
 

質
料
的
な
も
の
を
 

（
 
鍋
 
）
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（
 
何
 ）
 

 
 

 
 

そ
こ
に
は
 A
 と
の
 間
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

救
 い
 を
も
た
ら
す
も
の
 

c
 
 論
争
部
分
（
Ⅰ
 ハ
 2 、
 4
 ）
の
問
題
 

に
 蓋
然
性
が
認
め
 

た
だ
こ
こ
で
も
 

（
 
ヒ
も
 
Ⅱ
 へ
 
Q
 
の
）
 と
し
ダ
 

性
の
役
割
が
薄
め
 ら

れ
よ
 う
 

-
 
車
 一
皿
 

的
 種
族
 

」
の
救
い
 
ぬ
 

ら
れ
て
い
 ま

、
、
い
 

Ⅲ
 
，
 

」
あ
る
。
 

る
と
は
 

（
 
蛇
 ）
 

魂
 な
 「
教
育
し
」
守
口
 
へ
め
 

m
G
m
 

通
 ）
し
つ
つ
も
「
育
ま
 

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
問
題
に
関
す
る
限
り
、
 

 
 

れ
る
」
 

七
 5
 

え
る
で
 （
 
ぬ
 
h
q
b
 

恢
も
 
m
q
 
も
 
Q
 。
）
 

末
尾
の
心
魂
二
分
 

あ
ろ
う
。
 

必
要
の
あ
る
「
幼
児
」
 

の
説
に
お
い
て
は
自
律
 

 
 

 
 

体
 的
な
人
間
で
あ
り
、
（
 

%
 ）
 

 
 

 
 

属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

ら
 
「
要
素
」
に
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起 ら 係 、 に 中 
す れ に 死 義 か 
れ る あ 者 務 ら 
0 ま 0  る と づ   
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理
化
さ
れ
た
各
祖
霊
 段
 

 
 

 
 

あ
る
。
祖
霊
の
類
型
化
 

 
 

る
が
故
に
。
 

 
 

 
 

る
 。
韓
国
文
化
と
日
 

 
 

 
 

造
の
型
に
よ
っ
て
 、
若
 

 
 

要
 な
問
題
点
で
も
あ
る
。
中
国
、
日
本
、
韓
国
、
 或
 い
は
 ア
フ
リ
カ
に
、
「
 祖
 
 
 

 
 

と
つ
の
根
拠
に
、
「
祖
霊
 

 
 

 
 

ば
 、
生
者
達
の
行
動
様
 

 
 

 
 

、
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
 

（
 
9
0
 

）
 

 
 

型
 」
の
位
置
は
、
重
要
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

式
を
分
析
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

と
で
あ
る
。
以
下
、
 
ま
 

 
 

 
 

を
 、
分
析
的
に
記
述
し
 

 
 

 
 

機
能
を
考
え
た
い
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

は
、
 

各
々
の
特
徴
的
性
（
 

り る   
種 死 後 々 
の の 

適 時 
週 間 
儀 の 
礼 経 
（ 過 
祖 を 先 
祭 死 
祀 者 
儀 の 
礼 側 
） 面 
を か 
経 ら 

て者 
え 

い る 
く と 
つ   

  

  
  
る o / Ⅰ 

  
悶 死 
の 霊 
経 と 
過 た 
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朝
 

 
 

 
 

 
 

化
 レ
ベ
ル
で
の
差
異
 
7
 

 
 

 
 

お
く
。
「
円
谷
 里
 」
は
、
同
姓
 

 
 

点
 に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

ァ
 
@
 
り
 
・
 
¥
 

 
 

 
 

は
 、
基
本
的
に
は
差
異
が
な
（
 

  於ける 祖先祭祀儀礼の - 分析 

地
域
的
限
定
 

特
に
重
要
な
の
 

い
を
示
す
か
ら
 

す
る
傾
向
が
強
 

 
 

 
 

質
上
 、
 

 
 

 
 

干
 の
 違
 

 
 

 
 

ろ
 う
と
 

 
 

 
 

村
 で
あ
 

Ⅰ
 
7
 ）
 

 
 

ル
達
 甜
靱
 

」
（
 

8
 ）
の
指
定
 村
 と
そ
う
で
な
い
 村
 。
 

 
 

 
 

㈲
、
「
両
班
 村
 」
と
「
 民
 

（
 
5
 ）
 

（
 
6
 ）
 

 
 

サブ Ⅰ 陽 こ 
は 硯 里 こ 仮 
" 実 」 で 説 

次 の と は と 
の 強 い 、 し     
諸 国 5 強 て   

点 農 村 固 め フ 
      

げ 会 畳 一 義 Ⅰ し 

ら は く 般 の @ 

ね 、 。 が 類 
よ 二 つ 村 塾 

及 
び 

5 つ ま 象 」 資 
料 モ羊 占地（ 1 。） の Ⅱ 八 ノ、 では ノ @ 

北 " で " 韓 固 なル い 設 
部 全 農 。 定 
と 仲 村 優 に 
高 約 社 南 向 
部 一 会 商 う 
。 般 の 道 前 こ （） 2 、 、 仙 化が 一点 陳 
日 出 に 都 水 
本 来 魚 陵 稿 
海 な 点 川 で 
側 い を 面 の   
海 落 て の づ 

側の考 。 地え村を 農げ 行 （） 3 な 、 域 的 市 る 社会 

出 差 何 を っ 
間 異 で 扱 て 

ぅ お 

部 異 

差     

は 差 
  異   



 
 

 
 

0
 者
は
数
え
る
ほ
ど
し
 

 
 

 
 

値
な
ど
の
点
で
は
、
 

 
 

各
父
系
血
縁
集
団
間
に
は
、
姻
戚
関
係
が
み
ら
れ
る
。
 

部
落
内
婚
も
あ
る
。
 

る
 。
七
二
 

的
格
差
が
 

族
 関
係
を
 

年
金
別
の
 

子
供
達
は
 

の
 姓
 、
二
 

 
 

 
 

一
応
の
経
済
 

 
 

 
 

4
 ロ
 い
片
卜
 
、
 親
 

（
㎎
）
 

（
け
り
）
 

 
 

 
 

ん
で
あ
る
。
 

（
 
M
 ）
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

守
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

な
い
 0
 三
一
 

 
 

 
 

の
 順
序
に
な
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

へ
の
出
稼
ぎ
も
み
ら
れ
 

 
 

 
 

が
 散
在
す
る
。
村
の
側
 

 
 

掛
字
」
と
い
う
 扶
川
李
 瓦
全
体
の
斎
童
が
あ
る
。
㈲
 、
 大
蔵
経
板
を
持
っ
「
 海
 

（
 
田
 ）
 

 
 

 
 

が
 多
数
い
る
。
さ
て
、
 

基
本
的
に
は
認
め
得
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

7
2
 

 
 

 
 

村
が
桟
 あ
る
が
、
そ
の
の
 
 
 
 
 

 
 

 
 

る
 行
動
様
式
の
抽
出
 

 
 

持
っ
。
 

 
 

 
 

て
い
る
。
㈲
、
「
 陳
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）Ⅰ （ 2 (1)  る 
達 ぇ ㌧Ⅲ 修 ら そ に Ⅸ ノ， 
を て こ 正 な め こ １ Ⅰ １ 

" い の す い 大 の 地 
あ る モ る 。 部 モ 方 -       る デ 形 私 分 デ 農   

一 死 ル で は が ル 村 仮 
産 後 は 使   、 は 説 

の の 、 用 以 儒   社会   

堅 持 祖 す 所 数 基 
性 間 霊 る " イ 本 笘 租 田 
の の が 。 中 デ 的 

廿佃 「 
  

序 経 死 国 オ に 硅 
の 

列 過 霊 社 "  。 ，ま   
の 

類 

の に に 会 ギ   類 
型 
」 

0 l 中 始ま 中で 対応 型   モ 
デ   ⅠⅠ ノ   徐 の て の 

デ 

形 粗 々 
/L/ 

で， 霊 @, こ 

あ の 神 
  

る 聖 イヒ 
。 な し 
る て   
度 い な る 」 

@ 

者 。 モ     
が つ ） えた 0 2 （ 特デ にル @ 

ら
か
の
前
提
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
 

を
 参
考
に
し
て
い
る
。
秋
川
地
方
の
祖
 

、
「
服
喪
」
を
め
ぐ
る
行
動
様
式
は
 、
 

0
 こ
こ
で
は
、
こ
の
中
国
社
会
の
 モ
デ
 

ま
り
 神
 的
存
在
に
近
づ
い
て
い
く
プ
ロ
 

高
め
ら
れ
て
い
く
、
と
の
考
え
方
に
立
 つ セ ル 中 元   
  を 国 祭 T 
祖 を 、 0  市 巳 の 

先 通 部 そ ，買 四 
分 れ 行     
的 と は で，   に 変   あ 
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4
 
口
 

し
て
村
外
婚
を
守
る
。
 

 
  
 

集
 

 
 

し
 役

員
を
 

の
メ
カ
 

（
 
れ
 
㎎
）
 

づ
 く
 

し
た
。
 

、
 多
く
 置

き
、
門
中
の
財
産
を
所
有
す
る
 

ニ
ズ
ム
に
於
て
重
な
る
。
 
通
婚
圏
 

多
く
の
イ
ソ
フ
ォ
ー
マ
ソ
 ト
 達
の
 

「
金
湯
 里
 」
で
の
民
宿
を
中
心
と
 ，
 

（
㎎
）
 

の
 情
報
を
得
た
。
こ
れ
ら
全
て
が
 。

「
 
清
 標
草
」
と
い
う
 斎
室
 も
あ
る
。
 

 
 

話
を
集
め
、
葬
儀
へ
の
参
加
な
ど
も
 

し
な
が
ら
、
「
内
容
 

里
 」
へ
も
、
数
度
 

、
こ
こ
で
の
資
料
で
あ
る
。
 



 
 

す
る
基
準
 は
 、
基
本
的
に
は
「
通
過
儀
礼
」
に
 
置
 

 
 

霊
 群
か
ら
、
よ
り
神
化
し
た
次
の
祖
霊
 
群
へ
 

 
 

抹
 す
る
。
 

 
 

行
為
と
、
そ
れ
に
対
す
る
「
意
味
づ
 
け
 」
に
従
っ
 

 
 

は
 、
儀
礼
的
行
為
の
仕
方
に
差
異
が
あ
る
。
 

 
 

隅
 で
は
、
一
旦
、
両
者
を
併
せ
て
考
え
た
。
 

両
 

 
 

触
れ
て
い
く
。
仮
説
検
討
の
段
階
で
も
、
改
め
 

て
 、
こ
の
問
題
を
扱
 
う
 。
 

 
 

成
し
た
 幸
 図
表
 1
 ヒ
に
 示
す
。
こ
の
図
表
は
 
、
 

 
 

化
さ
れ
る
姿
を
表
わ
す
。
「
神
化
の
プ
ロ
セ
ス
」
 

 
 

を
 進
ん
で
い
く
形
を
示
す
。
矢
印
が
二
木
あ
る
 

 
 

す
る
。
「
通
過
儀
礼
」
は
、
便
宜
的
に
、
 
A
 、
 

 
 

並
 
Ⅳ
 V
 の
通
過
儀
礼
を
記
し
て
い
な
い
の
は
、
 
明
 

 
 

祖
霊
 辞
め
 、
死
後
の
経
過
期
間
を
示
す
。
六
祖
 

霊
 D
V
 以
降
は
、
世
代
で
表
わ
し
て
い
る
。
 

 
 

々
の
行
動
様
式
を
記
述
し
て
い
く
。
「
金
湯
 

里
 」
 

 
 

述
は
 、
 四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
て
 
行
 

 
 

祭
祀
集
団
」
で
あ
る
。
 

円弱目』 「祖霊の類型」モデル 

 
 

  
挺 ) 乙   ノづ < づ 

        

死 霊 祖 霊 Ⅰ 祖 霊 11 祖 霊 m 祖 霊 Ⅱ 

2 一 3 日           半年 年父母 )  一 高祖父母 玄 祖父母一 入 郷祖一 始祖 
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老 中 ら ょ 塊 犠 打 に 「 封 げ は れ 
達 に 進 っ 箱 家 礼 わ " 濱 筒 る " 6 人 

  
  は せ し ィ を 。 牌 ち 

一 を に 
    段 生 と 

昇 墓 前 村 、 行 

に 、 て 者 飾 っ 

」   
い 

な     
「 の 

  
前 月 

  化 の 隅 主 」 壇 の で 
若 ぐ 枢 な 達 「 
老 若 の が に 魂   

四 

八 
死 
4 皿 
V 
段 
階 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
る
。
こ
こ
に
は
、
 テ
 

 
 

 
 

ま
れ
る
。
「
神
主
」
を
 
、
 

 
 

 
 

を
あ
げ
る
。
参
会
者
達
 

 
 

 
 

0
 審
と
し
て
来
て
い
る
 

 
 

 
 

と
 死
体
の
分
離
」
は
 、
 

 
 

置
か
れ
る
べ
 き
 場
所
が
違
 う
 。
「
神
主
」
が
、
儀
礼
の
 中
心
と
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埋
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
 
 
 

 
 

「
良
い
 
墓
 」
は
 、
 次
の
 
 
 

 
 

墓
地
に
行
け
ば
、
何
と
 

 
 

 
 

 
 

て
、
 良
 い
 墓
の
基
準
を
 

整
理
す
る
と
、
次
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

当
る
 所
を
墓
に
す
れ
ば
 

 
 

 
 

」
と
き
 ロ
 う
。
 

 
 

 
 

似
た
山
が
あ
る
時
、
 そ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

他
方
で
呪
術
的
思
考
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怯
 「
地
士
」
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。
直
系
子
孫
 
達
 は
 、
墓
地
の
方
へ
ほ
 、
 

枢
を
埋
め
る
瞬
間
に
、
一
度
出
向
く
だ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 友
人
・
知
人
達
、
 

 
 

 
 

終
始
、
中
心
的
役
割
譲
 

 
 

 
 

く
の
客
扱
い
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

下
働
き
を
受
け
持
つ
。
 

 
 

 
 

て
い
る
家
で
不
幸
が
あ
 

 
 

 
 

の
 契
が
あ
る
。
ほ
と
ん
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

、
葬
儀
に
関
す
る
一
切
 

（
㏄
）
 
 
 

 
 

入
り
を
禁
じ
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

許
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

、
 家
に
持
っ
て
帰
ら
 

 
 

 
 

）
は
、
毎
日
墓
地
に
行
 

き
 、
お
 詣
 り
を
す
る
。
 

 
 

 
 

、
 埋
め
る
。
小
さ
な
 

 
 

 
 

包
み
、
埋
め
る
だ
け
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

里
 」
と
「
内
容
 里
 」
は
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
 

但
し
、
「
円
谷
 里
 」
 の
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衣
服
な
ど
の
種
類
と
 

 
 

 
 

国
の
場
合
と
同
じ
で
あ
 

 
 

 
 

く
 中
国
の
服
喪
制
度
と
 

 
 

り
 出
し
て
お
く
。
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

例
え
ば
、
妻
の
父
な
ど
の
場
合
で
あ
る
。
 

㈹
、
女
性
は
、
服
喪
義
務
の
諸
形
式
か
ら
は
ず
れ
る
。
 

 
 

 
 

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

仕
事
で
あ
る
。
「
あ
た
 

 
 

 
 

る
べ
き
だ
が
、
最
近
で
 

 
 

 
 

る
 。
「
金
湯
 里
 」
で
は
、
 

ニ
 ケ
月
で
喪
を
止
め
る
人
も
い
る
。
 

 
 

 
 

仝
で
も
、
麻
の
帽
 

 
 

 
 

れ
る
。
服
喪
期
間
中
の
 

五
、
六
祖
霊
 I
V
 

段
階
 

  Ⅰ 90) 

方
が
、
万
事
、
厳
格
に
行
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
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ま
れ
る
 0
 こ
の
時
 、
 
 
 

 
 

出
し
焼
く
。
も
う
ひ
と
 

 
 

ら
れ
る
）
 
、
 麻
の
帽
子
を
脱
ぐ
行
為
で
示
さ
れ
る
。
 こ
 れ
が
、
「
喪
明
 け
 」
の
 儀
 

 
 

 
 

段
階
に
は
い
る
。
 

 
 

 
 

月
 十
五
日
）
に
祭
ら
 

 
 

 
 

べ
き
祖
先
達
の
名
前
と
 

 
 

如
 し
な
い
高
祖
父
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
「
年
忌
」
の
 日
 は
 、
「
神
主
」
を
書
 き
祭
 

 
 

 
 

所
 」
と
呼
ば
な
い
。
 別
 

 
 

 
 

壇
 で
あ
る
。
普
通
の
日
 

 
 

物
を
並
べ
る
。
御
飯
、
 汁
 、
酒
、
魚
、
肉
、
天
 妖
羅
 、
 果
物
、
菓
子
な
ど
、
 品
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六
 、
八
相
 盆
 Ⅱ
 V
 段
階
 

（
 
舷
 ）
 

 
 

に
は
、
老
人
達
が
 、
 酒
を
飲
ん
だ
 

 
 

五
日
の
日
に
、
毎
月
行
く
人
も
 

 
 

死
者
に
、
息
子
が
三
人
居
る
と
、
 

 
 

を
す
る
。
長
男
は
、
分
家
に
際
 

（
㌍
）
 

義
務
の
故
に
、
相
続
す
る
財
産
が
多
い
。
 

り
 騒
い
だ
り
す
る
こ
と
を
嫌
が
る
こ
と
が
あ
 

い
る
。
「
秋
タ
」
と
「
正
月
」
に
は
、
普
通
行
 

長
男
の
家
に
祭
壇
が
つ
く
ら
れ
る
。
次
男
と
 

し
、
父
母
の
扶
養
義
務
に
加
え
て
、
こ
の
祭
祀
 



 
 

式
は
 、
「
神
主
」
に
酒
を
献
じ
、
 

 
 

焼
い
て
し
ま
う
。
供
物
の
御
地
 

 
 

墓
詰
 り
に
行
く
人
も
い
る
。
 普
 

 
 

行
く
。
 

 
 

忌
 」
と
共
に
重
要
な
の
は
、
 

 
 

い
る
若
者
達
も
帰
っ
て
来
る
。
 

 
 

中
の
行
為
は
、
原
則
と
し
て
、
 

 
 

り
で
あ
る
。
 い
 づ
れ
も
、
特
定
 

 
 

か
ら
 4
 代
（
死
者
を
含
め
る
と
 5
 

 
 

の
 説
明
の
為
、
「
金
 
湯
里
 」
の
 一
 

 
 

里
 」
の
「
星
山
金
 瓦
 」
の
儀
式
に
 

 
 

㈲
、
「
 奉
 」
印
は
死
者
で
あ
る
。
 

 
 

ど
と
記
し
た
の
は
、
「
金
湯
 里
 」
 

（
 
駿
 ）
 

 
 

い
の
は
、
「
会
場
 
里
 」
在
で
あ
る
。
 

 
 

年
金
が
下
が
る
。
 

 
 

者
を
表
わ
す
。
こ
の
図
を
通
 

 
 

タ
 」
の
説
明
に
代
え
た
い
。
 以
 

下
 0
8
 点
で
あ
る
。
 

干 図表 2J 秋タ の 儀礼参加者 

栗
 谷
田
 

馬
山
 

G
 

釜
 m
 

 
 

 
 

釜
 m
 

大
邱
 

大
邱
 

 
 

 
 

大
邱
 

  
釜 
  

  

コム 

  

A 「 
鎮 
海 

 
 

 
 

釜
山
 

釜
山
 

大
邱
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韓
 

 
 

 
 

      川地 

は 

  
  
  

  

  
厳はう 。 

  

  
分 任 
が ん 
  で， 

そ い 
こ ろ 
に 王 
任 地 
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ら
 、
約
一
時
間
離
れ
た
土
地
 

 
 

 
 

の
 儀
式
を
行
っ
た
 

0
 
 
こ
の
年
 

祖先祭祀儀礼の -  
 

 
 

は
行
か
ず
、
息
子
達
を
 

代
理
で
詰
ら
せ
る
。
 

 
 

 
 

如
 し
た
。
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
「
四
代
 祖
ま
 

 
 

事
 な
し
て
終
り
。
 

分
 

 
 

の
家
で
行
わ
れ
た
。
 E
 が
、
 A
 、
 B
 の
 宗
孫
 だ
か
ら
。
 

 
 

生
存
中
に
「
 栗
 各
面
」
に
移
住
し
た
か
ら
。
 

 
 

 
 

除
さ
れ
 

 
 

弟
が
 、
 A
 、
 B
 の
儀
式
を
済
ま
し
た
後
で
、
行
っ
た
。
 

 
 

 
 

送
る
こ
 

 
 

C
 の
儀
式
を
行
っ
た
。
 

 
 

 
 

、
 皆
で
 

 
 

 
 

年
長
 る

 。
 

と
が
あ
る
。
 H
 

一
礼
。
次
に
 、
 

た
か
ら
。
最
後
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（
 
辞
 ）
 

 
 

 
 

本
貫
」
に
属
す
る
。
 

 
 

 
 

斎
室
 」
を
持
っ
。
そ
こ
 

 
 

る
 。
韓
国
各
地
か
ら
、
「
同
姓
本
貫
」
の
者
達
が
集
ま
 っ
て
来
る
。
 

 
 

 
 

祭
祀
の
行
わ
れ
る
 場
 

所
と
 、
大
体
の
日
を
知
る
だ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

花
樹
 亭
 」
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

か
ら
も
、
代
表
者
が
出
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八
 、
八
祖
霊
Ⅳ
 V
 段
階
 

 
 

 
 

て
 移
住
し
て
き
た
 

 
 

門
中
組
織
を
あ
げ
て
の
一
大
祖
先
祭
祀
が
行
わ
れ
る
。
 そ
の
後
、
偉
大
な
業
績
 

 
 

 
 

次
 祭
っ
て
い
く
。
九
代
 

 
 

 
 

祀
 集
団
を
「
大
宗
」
と
 

 
 

 
 

。
 又
 、
こ
の
段
階
の
祖
 

 
 

 
 

性
を
持
っ
。
 

 
 

 
 

ェ
 と
し
て
語
ら
れ
る
 

 
 

る
 。
 



 
 

里
 」
 

時
、
 

フ
 」
 「

 

六
祖
 

ど
関
 

持
っ
 

 
 

一
般
 

縁
集
 

統
合
 

素
で
   

 
 

 
 

陽
里
 」
と
「
内
合
 

 
 

 
 

を
 通
し
て
考
え
る
 

 
 

 
 

「
同
姓
部
落
タ
イ
 

へ
の
区
分
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

部
 と
八
祖
霊
 m
V
 

 
 

 
 

の
み
で
、
ほ
と
ん
 

 
 

 
 

て
 現
実
的
意
味
を
 

 
 

 
 

え
て
お
ぎ
た
い
。
 

 
 

 
 

」
で
は
、
父
系
 血
 

 
 

 
 

果
 と
し
て
、
村
落
 

 
 

 
 

要
素
と
地
縁
的
 要
 

 
 

 
 

霊
 Ⅲ
 V
 段
階
の
祖
 

九
 、
「
祖
霊
の
類
型
」
モ
デ
ル
の
検
討
 

に て 
は   参 
現 利 
実 す 
肛 る 
は   
な こ   
  で， 

の 

ネ且 

先 
達 
を 

八 
ネ且 

曇 豆 
Ⅳ 

V 
の 

段 
階 
と 

し 
て 

考 
，え 
て 
  

る 

    
の 

祖 
先 
達 
へ 
の 

儀 
ネ し 
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，一 行 
為 
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」 
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 。
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別
的
祖
先
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」
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韓
 

 
 

 
 

し
て
、
生
者
が
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死
 
8
 

方に 

 
 

叩
 者
が
「
神
主
」
、
後
者
が
「
 墓
 」
で
あ
る
。
 

於ける祖先祭祀儀礼の 一分析  
 

 
 

系
 血
縁
集
団
の
統
合
と
 

 
 

 
 

に
逆
 機
能
す
る
可
能
性
 

を
 持
っ
。
 

 
 

 
 

団
の
規
模
と
意
味
」
 

 
 

 
 

も
 小
さ
い
。
「
同
姓
部
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
更
に
 、
各
 

 
 

 
 

美
的
意
味
を
持
っ
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。
 

 
 

 
 

V
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の
祖
先
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と
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て
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。
 

 
 

 
 

の
 祖
先
に
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般
的
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。
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祖
霊
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イ
ブ
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。
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。
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組
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で
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、
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後
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組
み
、
後
者
を
「
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あ
る
。
 

 
 

 
 

、
簡
素
化
の
傾
向
に
 

 
 

 
 

に
 変
化
し
っ
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る
。
 

 
 

 
 

が
少
ぃ
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仮
に
、
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崇
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」
中
心
か
ら
「
 個
 

 
 

 
 

あ
る
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と
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、
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と
し
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の
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的
部
分
に
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直
 す
る
が
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に
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な
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く
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点
を
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し
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ま
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。
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析
 

（
 祁
 ）
こ
の
「
地
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」
の
行
為
を
「
風
水
」
と
呼
ぶ
。
 

八
万
 

 
 

 
 

て
い
る
こ
と
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

教
示
を
得
た
。
 

 
 

 
 

号
 、
昭
和
四
九
年
）
 

参
 -
 
照
 。
 

 
 

限
ら
れ
る
、
と
い
う
。
 

 
 

、
と
い
う
形
で
あ
る
。
最
大
の
敬
意
を
表
わ
す
。
 

 
 

 
 

と
い
う
本
が
あ
り
そ
 

れ
に
も
書
い
て
あ
る
。
 各
 家
に
あ
る
。
 

 
 

 
 

見
た
こ
と
が
な
い
か
 

ら
 」
な
ど
の
答
が
返
っ
て
く
る
。
 

 
 

 
 

を
 犯
し
て
い
る
意
識
 

は
な
い
。
 



 
 

若
者
達
が
働
き
に
出
る
。
 

 
 
 
 

 
 

て
 来
な
い
と
、
皆
の
非
難
を
受
け
る
。
 

 
 

 
 

「
仕
方
が
な
い
」
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実
行
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
罪
の
意
識
は
、
全
然
な
い
。
 

 
 

 
 

係
 が
遠
く
と
も
、
 
何
 

親
等
の
関
係
か
、
ど
ち
ら
が
世
代
が
上
か
、
な
ど
が
解
る
。
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第
セ
 回
国
際
教
父
学
会
議
に
出
席
し
て
 

１
１
第
一
部
会
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
を
中
心
に
 
｜
｜
 

荒
井
 

献
 

 
 

0
 
 
ハ
Ⅲ
田
舟
 

ト
 

 
 

｜
一
 三
日
 

 
 

た
 。
こ
の
 

 
 

唱
 に
よ
り
 

 
 

ド
 大
学
を
 

 
 

ロ
ス
教
授
 

 
 

ッ
 ク
ス
フ
 

 
 

ブ
リ
ッ
ジ
 

 
 

フ
 オ
ー
ド
 

 
 

運
営
上
の
 

 
 

る
 学
会
を
 

 
 

如
 し
た
人
 

 
 

待
 状
が
出
 

 
 

と
い
う
、
 

 
 

 
 

各
国
か
 

望
 

展
 



 
 

、
こ
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の
 構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
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午
后
 
一
 

 
 

ス
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（
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す
い
由
 

 
 

の
岸
 
）
叶
が
目
色
 

 
 

。
教
父
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組
め
 
「
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オ
カ
ル
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と
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リ
ス
マ
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@
 

を
 選
ん
だ
こ
と
自
体
に
、
最
近
の
「
教
父
学
」
 

 
 

れ
て
ぃ
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 リ
ス
キ
 

 
 

傾
ぎ
 、
正
 

 
 

れ
る
が
、
 

 
 

な
っ
た
 と
 

い
わ
れ
る
。
 

 
 

る
 討
論
を
 

 
 

の
 準
備
に
 

 
 

げ
る
主
題
 

 
 

を
 殆
ど
聞
 

 
 

告
も
、
第
 

一
部
会
の
主
題
講
演
に
偏
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
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ヰ
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Ⅰ
が
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由
り
 
ゴ
ロ
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 ）
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0
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し
 ）
の
の
 

0
 Ⅰ
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o
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 0
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o
h
.
 
せ
窪
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ロ
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Ⅰ
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ぃ
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 ぎ
の
 憶
 
～
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ト
コ
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）
 
0
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の
ゴ
ひ
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の
か
 
隼
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0
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ニ
 
の
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ュ
 
・
 
弓
ナ
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申
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べ
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の
（
の
 

目
ノ
 

㎡
 

ロ
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Ⅱ
邑
の
㍉
 

が
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仔
オ
 
の
の
 
0
 の
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の
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窯
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心
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ぎ
驚
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～
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呂
臣
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 0
 
二
の
Ⅰ
の
叶
の
臣
Ⅰ
 

曲
す
 
Ⅱ
 
ゴ
仁
 
コ
ロ
の
Ⅰ
 

曲
 
0
 
コ
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肝
の
 ・ し
 0
 乙
ヰ
レ
 
L
 
@
 
 

レ
 Ⅰ
の
Ⅰ
白
目
の
け
㍉
）
 

，
 
田
の
汀
 
ギ
 の
片
の
の
 オ
占
下
 
の
の
 幅
 
Ⅱ
の
の
曲
目
の
の
 

の
目
Ⅰ
 
ヒ
 
①
 つ
い
 
い
目
叶
い
 

り
 Ⅱ
（
 メ
 ～
の
・
）
（
Ⅰ
 

メ
ト
 
の
の
・
）
 

ム
 N
.
 
 
ト
 ）
（
Ⅰ
Ⅱ
 

咀
セ
 

 
 

Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
の
 

ネ
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Ⅰ
 
ト
ネ
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オ
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㏄
 

め
仙
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の
・
イ
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A
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Ⅰ
コ
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す
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O
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ぃ
幅
ぃ
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 0
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口
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（
の
Ⅱ
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目
片
岸
Ⅱ
 

ゼ
 

い
か
で
（
）
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二
リ
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）
 出
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の
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Ⅱ
Ⅰ
 
匹
ド
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Ⅱ
カ
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コ
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注
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Ⅱ
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f
O
o
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H
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の
Ⅱ
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の
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（
 
キ
ト
 

の
 メ
ヲ
 

Ⅰ
Ⅱ
 
ぃ
 
叶
い
べ
 

ヲ
 
m
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ハ
リ
 

h
 
 
ヨ
餓
ト
ハ
 
（
帝
日
 
こ
 ざ
 申
 

 
 

の
コ
 
の
の
 
0
 ト
 

z
 二
目
 
の
 0
 ヰ
卜
 二
の
せ
Ⅱ
 

の
 

 
 

ゴ
 0
 
つ
の
 
オ
 の
の
 

 
 

0
 分
 、
一
 

 
 

0
 分
｜
 九
時
 

三
 0
 分
 、
一
日
一
 
つ
 ず
 つ
 計
三
つ
の
講
演
。
 

 
 

P
 
 黒
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㎝
 
2
 

年
 ・
 仁
 二
の
 0
 二
ヰ
 
の
コ
リ
 
ト
お
 

 
 



 
 

グ
ノ
｜
 

 
 

の
で
、
 以
 

 
 

の
 様
子
を
 

短
 か
く
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
 

 
 

0
 
 
目
（
 

リ
の
 
Ⅱ
 

由
 ）
の
の
の
の
 

ロ
 
の
 

0
 Ⅹ
の
的
の
の
）
 

m
 

 
 

ト
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Ⅱ
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ト
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 ド
の
 
が
～
 
曲
 （
 
侍
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リ
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目
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ロ
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目
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｜
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叶
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o
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ヴ
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隼
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 Ⅱ
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の
の
）
）
 

ヰ
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Ⅱ
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）
（
～
Ⅱ
）
）
 

e
 卸
ド
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田
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ヰ
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の
。
 

し
寓
仁
ヨ
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せ
 Ⅱ いコ 
  
  

レ
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の
ふ
 
目
 
ヰ
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レ
 
の
Ⅱ
 
@
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セ
ふ
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岸
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レ
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ヰ
ぽ
 
Ⅱ
 
0
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0
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勾
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の
二
曲
 

 
 

Q
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沫
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近
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り
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ヰ
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臣
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Ⅰ
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臣
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0
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グ
 
・
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マ
 

 
 

。
筆
者
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に
 想
定
し
 

 
 

沼
 と
ん
 

 
 

の
と
こ
ろ
 

 
 

え
な
い
と
 

息
う
に
至
っ
て
い
る
。
 

ゆ
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 ソ
 ロ
・
 
パ
 
Ⅰ
曲
目
の
の
 

@
 し
の
Ⅱ
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し
 ）
凹
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幅
隼
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0
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の
Ⅱ
の
・
 

p
 
臣
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づ
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㎎
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ヨ
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約
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の
中
に
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救
済
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リ
ア
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マ
 

 
 

と
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対
話
 

 
 

谷
原
始
 

 
 
 
 

 
 

所
収
）
の
 

 
 

文
献
（
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と
な
っ
た
。
 

 
 

コ
リ
ン
ト
の
Ⅱ
・
 

の
拝
 
い
づ
 
年
目
あ
 Ⅰ
。
Ⅰ
の
 

印
ト
の
荻
 
）
の
 
オ
欝
 
目
の
下
。
田
の
 

 
 

オ
リ
ゲ
 

 
 

ノ
ー
シ
ス
 

 
 

に
 於
て
 三
 

 
 

則
 す
る
 者
 

 
 

 
 

の
 決
断
の
 

 
 

当
時
の
 キ
 

 
 

ら
は
最
も
 

 
 

」
と
「
 キ
 

 
 

と
を
主
張
 

 
 

る
プ
 ト
 ン
 

 
 

ヨ
ッ
ト
ロ
 

 
 

主
義
に
 於
 

 
 

セ
 一
八
年
、
 

 
 

方
向
を
二
小
 

 
 

た
 。
他
方
、
 

 
 

者
た
ち
、
 

 
 

授
ハ
キ
｜
 

 
 

た
の
で
 

 
 

荻
 
一
歩
 

沖
 
 
 

 
 

を
 感
じ
さ
 
 
 
 
 

 
 

女
史
は
 、
 
 
 

類
似
し
て
 

 
 

の
 解
消
）
 

 
 

ト
教
 文
書
 

 
 

げ
る
女
性
 

 
 

に
 最
も
高
 

 
 

価
さ
れ
て
 

 
 

い
 」
（
 一
 

 
 

文
書
の
本
 

 
 

今
 の
と
こ
 

 
 

る
 質
問
 に
 

 
 

わ
す
参
加
 

者
も
多
く
あ
っ
た
。
 

 
 

づ
 
（
 
耳
セ
 
（
・
 

m
 

カ
ミ
ま
 
～
 
a
 ～
～
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躍
 し
た
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ア
ラ
ー
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ソ
ペ
ド
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へ
｜
ラ
ク
 

 
 

部
分
に
統
 

 
 

ス
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義
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ブ
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 ツ
 

 
 

ヒ
ッ
 ポ
リ
 

 
 

知
の
グ
ノ
 



 
 

ソ
ド
 教
授
 

（
 四
独
ボ
ソ
大
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愛
弟
子
 兼
 新
妻
で
あ
る
。
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 紹
介
 

 
 

が
 聞
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え
 

た
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 僻
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次
の
八
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る
。
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あ
っ
た
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文
書
、
 

 
 
 
 

 
 

口
人
ル
 
も
 の
 

 
 

 
 

 
 

の
書
の
 

 
 

講
演
に
対
す
る
批
判
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

よ
る
キ
リ
 

コ
 l
 

の
 主
題
 

 
 

自
己
理
解
 

 
 

、
け
修
徳
 

 
 

）
 、
 ㈱
 救
 

 
 

 
 

解
釈
に
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判
も
行
っ
 

 
 

と
く
に
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グ
ノ
ー
シ
 

 
 

く
し
つ
つ
、
 

 
 

｜
 一
山
 
ハ
 ）
 

 
 

承
 で
あ
る
 

 
 

グ
ノ
ー
シ
 

 
 

グ
ノ
ー
シ
 

 
 

右
に
紹
 

 
 

の
 単
な
る
 

区
分
げ
に
対
す
る
凝
議
が
提
示
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れ
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で
あ
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。
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て
諸
雑
 

誌
 に
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

め
た
た
 

 
 

も
 統
一
す
 

 
 

序
文
）
 確
 

 
 

に
 関
し
、
 

 
 

、
本
書
 を
 

 
 

そ
の
反
面
、
 

 
 

掲
げ
た
 独
 

 
 

で
き
る
。
 

一
 

本
書
の
内
容
 

 
 

社
会
学
 

 
 

、
第
三
章
 

ム
ロ
 
理
 主
義
補
講
 ｜
 林
道
義
氏
に
答
 ラ
 ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
 

書評 

ぬ
田
昭
著
 

「
ウ
エ
Ⅰ
 ハ
｜
 宗
教
社
会
学
の
世
界
 L
 

昭
和
五
 0
 年
 四
月
 
勤
 草
書
房
 

宇
野
光
雄
 

介
 

音
 
評
 
と
紹
介
 

紹
 
と
 

 
 

0
 基
本
 

 
 

 
 

唆
に
 富
ん
 

托
 

 
 

英
治
氏
 等
 

②
 

 
 

設
 と
し
て
（
 

 
 

お
い
て
 林
 

 
 

関
す
る
 著
 

者
の
反
論
で
あ
る
。
 

 
 

像
｜
第
 

 
 

の
一
 精
神
 

構
造
の
問
題
 。
ふ
 ら
な
る
。
 

 
 

、
日
常
 

 
 

両
者
の
関
 

 
 

る
 。
従
っ
 

 
 

、
日
常
生
 

 
 

は
 宗
教
の
 

 
 

が
 呪
術
的
 

 
 

ム
ロ
 先
 二
）
 

 
 

常
の
経
済
 

 
 

を
 持
っ
も
 

 
 

内
的
禁
欲
 

 
 

、
こ
の
 間
 

 
 

ぅ
 か
を
 検
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

相
対
的
な
 



 
 

れ
る
。
 絶
 

 
 

そ
し
て
こ
 

 
 

主
 観
が
示
 

 
 

る
と
結
論
 

 
 

｜
 八
頁
 ノ
 

 
 

対
す
る
 抵
 

 
 

ュ
リ
タ
ソ
 

 
 

ら
れ
た
 死
 

 
 

る
 。
第
六
 

 
 

構
造
を
も
 

 
 

れ
と
兄
弟
 

 
 

た
も
の
で
 

 
 

伝
統
主
義
 

 
 

よ
う
な
 変
 

 
 

る
 。
 

 
 

動
向
 ｜
 

 
 

析
 の
基
本
 

 
 

章
 東
西
京
 

 
 

教
観
か
ら
 

構
成
さ
れ
る
。
 

 
 

主
 と
し
 

 
 

徴
を
明
ら
 

 
 

一
部
門
、
 

 
 

れ
て
い
る
  
 

、
第
一
仁
 

イ
ン
ド
の
諸
宗
教
 ｜
 
古
典
的
ヒ
ン
ド
ウ
 教
、
 
ジ
 ャ
 イ
ナ
 教
、
 
原
始
仏
教
 

 
 

救
済
へ
の
 

 
 

宗
教
の
墓
 

 
 

が
 取
り
あ
 

 
 

の
め
ホ
教
観
 

 
 

ア
の
 大
衆
 

 
 

ね
 、
 イ
 ソ
 

 
 

行
者
が
 、
 

 
 

げ
る
救
済
 

 
 

ヨ
 一
口
 

l
 

 
 

 
 

一
 一
 
"
 

 
 

て
い
る
 

 
 

態
度
は
 、
 

 
 

る
 危
機
 意
 

 
 

を
 マ
ッ
ク
 

 
 

得
よ
う
と
 

 
 

こ
う
し
た
 

 
 

ら
 感
ぜ
ら
 

れ
る
一
種
の
気
塊
も
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

味
 内
容
 

 
 

に
す
る
た
 

め
の
 概
 会
心
操
作
も
綾
 密
 で
あ
る
。
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テ
 り
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
 

 
 

さ
れ
る
 

 
 

一
 
を
除
 い
 

 
 

 
 

し
か
も
、
聖
な
る
も
の
に
 

 
 

 
 

教
か
ら
 イ
 ソ
 ド
教
、
ィ
ス
 

 
 

 
 

ど
の
高
等
宗
教
に
お
け
る
 

 
 

 
 

に
は
い
か
な
い
（
二
四
頁
）
。
 

 
 

 
 

0
 部
分
は
、
「
聖
な
る
も
 

 
 

 
 

て
い
る
。
こ
れ
が
一
つ
の
 

 
 

 
 

教
学
，
神
学
・
哲
学
な
ど
 

 
 

 
 

論
 、
あ
る
い
は
方
法
論
的
 

 
 

 
 

関
連
す
る
周
辺
的
な
 
テ
｜
 

た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

は
 筆
者
が
 
 
 

 
 

、
本
書
そ
の
も
の
に
は
 
 
 

 
 

ラ
ソ
 ダ
ム
 ハ
 
お
そ
ら
く
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

マ
 を
も
つ
 

 
 

カ
ト
リ
 

 
 

 
 

（
 
a
,
 
。
 
0
 二
チ
。
お
の
 
音
組
 ：
 辞
 

 
 

 
 

リ
ッ
ク
大
学
）
 @
 目
絆
 n
q
 
か
 

 
 

 
 

ト
 ロ
 
h
n
 

の
 隼
 
。
勾
が
 
セ
 
の
 
コ
コ
曲
 
（
 ロ
｜
 

こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。
 

 
 

Ⅰ
が
 
コ
 の
 

 
 

 
 

㏄
 笘
岸
 づ
 
～
 0
 曲
 八
戸
 
曲
宙
 
0
 の
 
す
 や
一
 

 
 

 
 

大
学
・
ロ
ー
マ
大
学
）
 
@
 目
 

 
 

 
 

す
の
づ
 

p
 、
 E
 コ
日
ピ
 （
 
F
0
 
 

き
 
団
 

 
 

 
 

0
 二
の
 
ヰ
紹
 二
の
隼
 
ロ
 の
が
の
写
の
の
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書評と紹 扮  
 

あ
る
と
 断
 

 
 

ら
し
た
の
 

 
 

ヘ
ル
ト
ラ
、
 

 
 

フ
エ
ル
の
 

 
 

し
て
お
 

 
 

｜
ダ
 等
の
 

 
 

ガ
ル
 デ
 は
 、
 

 
 

、
マ
ッ
シ
 

 
 

ア
フ
ロ
ー
 

 
 

八
頁
）
。
 
そ
 

 
 

面
と
、
そ
 

 
 

頁
 ）
。
 

 
 

由
の
コ
 
r
i
 

 
 

隼
 け
の
り
の
Ⅰ
の
 

 
 

学
 ・
シ
カ
 

 
 

（
ボ
ロ
ー
 

 
 

 
 

 
 

目
 ，
 m
 。
の
。
 

 
 

目
銭
 毛
音
 

 
 

コ
 （
パ
 リ
 

 
 

あ
げ
ら
れ
 

よ
う
。
 

 
 

づ
 け
 

 
 

の
の
の
Ⅰ
 

曲
 （
 
i
o
 
臣
  

 

ア
い
臣
ド
の
 
 
 

 
 

大
学
）
 @
 
 皿
 

 
 

 
 

 
 

 
 

目
 の
 
岸
 村
 ヱ
 0
 コ
 

音
 の
お
ふ
な
ど
が
あ
る
。
 

 
 

１
等
に
 

 
 

わ
ら
ず
、
 

 
 

法
は
 キ
リ
 

 
 

か
れ
に
 ょ
 

 
 

て
 、
概
念
 

 
 

論
日
 日
 は
最
 

 
 

リ
ス
ト
 教
 

 
 

ソ
キ
 は
 、
 

 
 

関
連
で
 扱
 

 
 

ラ
ド
リ
 

 
 

イ
 ソ
を
 引
 

 
 

て
い
る
の
 

も
 、
き
わ
め
て
現
代
的
と
い
え
よ
 
う
か
 。
 

 
 

い
る
 

 
 

め
 よ
 う
 。
 

 
 

乞
目
 
曲
 
0
 せ
 ）
の
 
@
 

 
 

隼
屈
 の
り
の
Ⅱ
 

か
 

 
 

）
 @
F
.
p
 

レ
 
（
 

 
 

堂
，
 
）
 @
 由
 
（
 



臣
リ
が
 

の
ア
ロ
 

目
 e
 の
の
の
Ⅰ
 

e
@
 
の
内
の
 

以
上
が
本
書
の
豊
富
な
内
容
の
ご
く
 

で
も
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
 
よ
う
 に
 、
 

れ
か
と
い
え
ば
神
学
・
哲
学
・
神
話
学
 

い
わ
か
る
実
証
的
分
野
が
比
較
的
に
代
 

の
 性
格
を
お
の
ず
か
ら
決
定
し
て
い
る
 

の
 概
念
が
 、
ほ
ば
 今
世
紀
に
入
っ
て
 
か
 

た
 役
割
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
き
、
 
そ
 

は
 、
当
然
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
 

ま
っ
た
答
え
の
よ
う
な
も
の
を
提
示
し
 

標
的
な
舞
台
で
何
が
討
議
さ
れ
て
い
る
 

提
供
し
て
く
れ
る
と
い
え
よ
 
う
 。
 

一
端
で
あ
る
こ
と
は
、
繰
返
す
ま
 

コ
ロ
キ
ァ
ム
 の
参
加
者
が
、
い
ず
 

な
ど
の
研
究
分
野
に
集
中
し
て
、
 

表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
本
書
 

。
「
 聖
 」
、
あ
る
い
は
「
 聖
｜
俗
 」
 

ら
 宗
教
研
究
に
お
い
て
果
し
て
き
 

れ
に
つ
い
て
の
批
判
的
な
再
検
討
 

。
本
書
は
、
そ
の
性
質
上
、
ま
と
 

て
は
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
回
 

か
せ
知
る
た
め
の
貴
重
な
材
料
を
 

細
谷
日
日
恵
嵯
峨
美
術
短
期
大
学
助
教
授
 

田
中
敷
 
照
 

武
蔵
野
女
子
大
学
講
師
 

小
林
 

稔
 

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
 

江
嶋
修
作
 
広
島
修
道
大
学
助
教
授
 

荒
井
 

献
 

東
京
大
学
助
教
授
 

宇
野
光
雄
北
海
道
大
学
教
授
 

田
 

九
徳
 
善
 

東
京
大
学
助
教
授
 

執
筆
者
紹
介
 

105  (217 コ 



会 

議 
議 

幸一格 和 

年 ⅠⅡ ・甘皮 ｜ 帯 蝕一 四日 の上   乍 つ、 Ⅰ 

  

投西     下聞 

二三七票 
六六四八 
票票票名 

選 

    

省 一 
偉   昭 次   
  

投西 

桜 
井 

本有 

秀 権者 

  
者 所持 理 

仁 竹竿六具 委 
ァ，申 -1: 月余 

  
腸管 号 ）   
地貝、 五 
長 時 
） で セ 町 女 津 
素 
彦、 

ヲ Ⅰ - 

白田 

清、 

報 

ム
下
 

報
 

白
 

 
 

一
一
面
一
万
 

開
票
結
果
 

一
位
脇
本
手
 也
四
セ
票
 

二
位
小
口
健
一
四
六
票
 

三
位
柳
川
啓
一
二
八
百
一
本
 

以
下
二
三
百
一
万
、
一
二
面
一
本
、
一
一
票
、
八
票
、
六
票
、
五
票
 

が
 各
一
人
四
票
が
二
人
、
三
票
が
三
人
、
二
票
が
四
 

人
 、
一
票
が
一
五
人
で
し
た
。
 

 
 
 
 

十
八
 

-
 
Ⅰ
。
 

0
 第
二
次
投
票
有
権
者
資
格
認
定
 

」
、
 0
0
 
四
名
を
有
権
者
と
し
て
承
認
し
た
。
（
氏
名
省
略
）
 

(218) 106 



Die positive Bedeutung des Bosen in Schellings Abhandlung 
iiber das Wesen der menschlichen Freiheit 

Masashi HOSOYA 

Es ist Schellings Hauptabsicht in der Abhandlung uber das Wesen der 

menschlichen Freiheit, die Realitat des Bijsen in dem System zu denken, 

d. h. die Freiheit und das Bijse als eine zentrale Sache auf Gott zu phil- 

osophieren. Was ist das Bijse ? Es beruht auf einer positiven Verkehrtheit 

der Prinzipien des Guten. Was ist die Freiheit? Schelling behauptet, 

dab die menschliche Freiheit ein Vermijgen des Guten und des Bijsen 

sei. Nun gibt der Idealismus den bloP formellen Begriff der Freiheit. 

Er kann also eine Mijglichkeit der Freiheit zum BijSen in dem Menschen 

nicht erkliiren. Aber wir kijnnen die Realitat des Bijsen nicht aufheben, 

indem wir sonst den realen und lebendigen Begriff von Freiheit aufheben 

mupten. Wir mussen demnach "den lebendigen Realismus" aufstellen. 

Gott ist ein Leben, nicht bloP ein Sein. Gott ist eine lebendige Einheit 

von Existenz und Grund (die Natur-in Gott). Die Personlichkeit in Gott 

ist nur durch das Band Gottes mit Natur begrundet. 

Wir suchen vorerst die Zertrennlichkeit der Prinzipien (Licht und 

Finsternis) in der Tat der Selbstoffenbarung Gottes so begreiflich zu 

machen, dab wir die Mijglichkeit des Bijsen metaphysisch begrunden 

ktinnen. Und dann forschen wir die Wirklichkeit des Bijsen. Das Bijse 

kann iinmer nur entstehen im innersten Willen des eignen Herzens, 

und wird nie ohne eigne Tat vollbracht. Schelling sieht einen Abgrund 

in die Ichheit als seine eigne Tat ein. Wir treffen hier endlich auf den 

hijhsten Punkt, worauf das BijSe und seine Mijglichkeit ontologisch beg- 

rundet sind. Das ist der Begriff : Ungrund. Der Ungrund teilt sich nur, 

damit Leben, Lieben order persijnliche Existenz sei. 

Wenn das Einzelne (menschliche Existenz) wesentlich das Einzelne 

wird, wird das Allgemeine (Gott) auch das Allgemeine. 



On the Differences in the Practices between 

Sarvastivada and Theravada 

The aim of this paper is to clarify the differences in the practices 

between Sarvgstiviida and Theraviida. This basic difference lies in the 

treatment of Nirodha-satya. In Sarvgstivgda, Nirodha-satya means prati- 

safikhyiinirodha (the extinction of worldly desires), but in Theravsda, 

it means Nirviiqa (the state of not-produced, non-being, not-created, and 

not-conditioned.) 

In regards to Sarviistivgda, their practices are primarily based on the 

meditation of the Fourfold Noble Truth, which they considered as the 

true teaching of Buddha in order to save all sentient beings from the 

great sea of pain or worldly desires. so they emphasized correct under- 

standing of the Fourfold Noble Truth as the means to remove desires. 

This is why they looked upon Nirodha-satya as the extinction of worldly 

desires. 

On the other hand, what is important in Theravsda, is training the 

mind to observe the precepts (sila), to practise concentration (samiidhi), 

and to acquire wisdom (pafifiii) which constitute magga (the path of 

purification leading to Nirviina). Their attitude toward practices is char- 

acterized by the word, magga (i. e. maggapafffiii and maggasamangin). 

They considered that only magga, neither Fourfold Noble Truth nor 

Buddha' s teachings, can lead them to the same goal (Nirviiga) as that 

of Buddha. and if it were not for Nirviiga, there would be no value in 

practising magga. Furthermore, they insisted that the extinction of 

worldly desires (the position taken by Sarviistiviida) does not require 

magga and maggapafifiii, and thus the mere extinction of desires is not 

equal to Nirviiqa. 



On ocljieo8c~ in Gnosticism 

Minoru KOBAYASHI 

L. Schottroff ("Animae Naturaliter Salvandae", in : W. Eltester, ed., 

Christentum und Gnusis, Berlin 1969, pp. 65-97) criticized the traditional 

interpretation of the Gnostic idea of salvation. In a short articlc-C 

"Some Remarks on the Anthropology of the Valentinians (Ir., adv haer 

I 1; 1-8, 4), " A JBI 2, 1976, pp. 175-184-, I confirmed Schottroff's 

theory about Irenaeusl main source (A)  with a terminological analysis, 

also suggesting further emendations. 

In passing, Irenaeus' main adversary seems to be Ptolemaeus/ disciples 

or epigones (Ir., adv haer I 6. 2. 4 ; 7, 5) rather than Ptolemaeus himself 

(A). So, together with a treatment of A, here I treat the three-class- 

theory of men with regard to the problem of the problem of salvation 

(7, 5), and also consider a controversial teaching concerning salvation 

among the Gnostics (6, 2. 4). (Schottroff thinks that this particular 

teaching-given in 6 ,  2. 4-is not of the Valentinians but of some 

other group, and prescinds from judgement on this point.) 

In 7 , 5 ,  we must admit that zd  nvavpazcn6v and zd  artBp,m mentioned 

in this context is thought of as something substantial (as in 6,  2. 4), 

but we also find an "existential" conecption of salvation there. 

The Gnostic doctrine in 6,  2. 4 appears to be a deterministic view of 

salvation, but considering its nature as an ironical critique of Friihkatholi- 

zismus, it can be seen as a one-sided emphasis against certain elements 

of the Christian standpoint. 

In 6 ,  3 ,  Irenaeus records the self-indulgent acts of the Gnostics, but 

these self-indulgent acts can be seen not necessarily as stemming from 

a deterministic, libertinistic standpoint, but more as manifestations of 

human weakness on their part. 



An Analysis of Behavior Pattern in Funeral 
System in Habcheon Counties, Korea 

Shusaku EJIMA 

In this paper, I intend to analyze "the relation between the living 

and the dead" in Korean villages. I attempt to consider this subject 

through "classification of ancestors" model. This model classifies ancestors 

into some categories in process of time after death. 

I have discussed about behavior patterns of the living to the dead in 

each category of ancestors. Consequently I found two types of "classifi- 

cation of ancestors" model. These types are differentiated by two types 

of the social structure in Korean villages. They are villages where a 

formerly aristocratic lineage is predominant and those where a commoner 

lineage is predominant. The former is mainly constructed by one lineage 

and the latter by some lineages. 

This study is based on the field work in Habcheon, Gyeongsang 

Namdo Province. 




